Canon 



rShot A 400015 
rShot A 340015 
rShotAMOOIS 


erShot A5300 
erShot A810 



カメラユー ザー ガイド 


• ご使用前に必ず本書および、本書の「安全上のご注意」を 
お読みください。 

本書をよ<読んで、正し<お使い<ださい。 

将来いつでも使用できるように大切に保管してください。 
CD - ROM 内の電子マニュアル （ PDF 形式）もあわせてご 
覧ください （ P .2)。 


曰本語 














カメラと付属品の確認 


お使いになる前に、次のをのび入っていることを確認してください。 

万び 一、 不足のものびありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 




U ストストラップ 

WS-800 



カメラ ユーザー ガイド 
体書） 


DIGITAL CAMERA 
Solution Disk 



保証書 ヴポートガイド 



メモ IJ ーカードは付属されていません （ P .3)。 


^電子マニュアルについてを! _ 

CD - ROM には 、 rimageBrowser EX ガイド」（付属のソフトウェアについ 
ての電子マニュアル）び入っています （ P .30)。 


0 電子マニュアル （ PDF 形式）をご覧になるには 、 Adobe Reader び 
必要です。 
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使えるカード（市販品）について 


1;(下のカードび容量に制限なくお使いになれます。 

SD (エスディー）メモ U —カード* 

SDHC (エスディーエイチシー）メモ U —カード* 

SDXC (エスディーエツクスシー）メモ U - 力ード*ミざ'" 

* SD 規格に準拠したカードです。カードによっては、正しく動作しないことびありま 
す。 



カードをカード U —ダーやパソコンなどの市販機器で使うとさは、お使いにな 
妙 る機器(パソコンでは 0 S やバージョンを含む)の対応状況をご確認ください。 


お巧いになる前にお読み< だをい 


必ず事前に試し撮りをし、撮影後は画像を再生して画像び正常に記録され 
ていることを確認してください。万び一カメラやメモ U —カードなどの不 
具合により、画像の記録やパソコンへの取り込みびでさなかったとさの記 
録内容の補償については、ご容赦ください。 

このカメラで記録した画像は、個人として楽しむなどの他は、著作権法 
上、権利者に無断で使用でさません。なお、実演や興行、展示会などに 
は、個人として楽しむなどの目的であってを、撮影を制限していることび 
ありますのでご注意ください。 

このカメラの保証書は国内に限り有効です。万び 一、 海外旅行先で故障や 
不具合び生じたとさは、帰国したあと、別紙の修理受付センターへご相談 
<ださい。 

液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%1；(上 
の有効画素びありますび、画素欠けや、黒やホの点び現れたままになるこ 
とびあります。これは故障ではありません。また、記録される画像には影 
響ありません。 

液晶モニターに保護シートび貼られているとさは、はびしてからご使用く 
ださい。 

このカメラは、長い時間お使いになっていると、カメラの温度び高くなる 
ことびあります。これは故障ではありません。 
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④⑥⑥⑦ 





①スピーカー 
⑤ズームレバー 

撮影時：な](望遠）/晒（広角） 
再生時： C ； (拡大）/ 

K (インデックス） 

⑨レンズ 

( 4 ) シャッターボタン 
感ランプ（前面） 


® 電源ボタン 

③ マイク 
©ストロボ 

④ 兰脚ねじ穴 

⑩カード/バッテリー収納部ふた 
⑩ DC カプラー用ケーブル通し部 
⑩ストラップ取り付け部 


① 


③ 



①画面（液晶モニター） 

⑤ A/VOUT (映像/音声出力）- 
DIGITAL (デジタル）端テ 
⑤動画ボタン 

④ ？ (ヘルプ）ボタン 

⑤ の西）（オート）/雨 （1 画像消去）/ 
上ボタン 


⑥ A (マクロ）/左ボタン 

③ ランプ（背面） 

④ MENU (メニュー）ボタン 
④囚（再生）ボタン 

⑩ FUNC./SET (フアンクシヨン/ 
セット）ボタン 
⑩失（スト□ボ）/ちボタン 
⑩ DISP. (ディスプレイ）/下ボタン 




各部のなまえと記載について 
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① ズームレバー 
撮影時：な](望遠） 
再生時：〇 (掘:大 ）, 
K (インデックス） 
⑤ランプ（前面） 

④マイク 

④ レンズ 

⑤ シャッターボタン 


⑥電源ボタン 

/陋（広角） ③スト□ボ 

' ④兰脚ねじ穴 

感カード/電池収納部ふた 
⑩ DC カプラー用ケーブル通し部 
⑩ストラップ取り付け部 
⑩ A/VOUT (映像/音声出力） • 
DIGITAL (デジタル）端テ 




佩 


各部のなまえと記載について 




①画面（液晶モニター） 

③ スピーカー 
⑤ランプ（背面） 

④ 動画ボタン 

⑤ の西）（オート）/雨 （1 画像消去）/ 
上ボタン 

⑥ A (マクロ）/左ボタン 



⑦囚（再生）ボタン 
感？（ヘルプボタン） 

④ FUNC./SET (フアンクシヨン/ 
セット）ボタン 
⑩失（スト□ボ）/ちボタン 
⑩ DISP. (ディスプレイ）/下ボタン 
⑩ MENU (メニュー）ボタン 


























各部のなまえと記載について 


カメラのボタンは、ボタンに表記されている絵文字を使って示していま 
す。 

カメラ背面にある次のボタンは、絵文字で示しています。 

▲ 上ボタン 


i 左ボタン 
► ちボタン 


▼ 下ボタン 


(D FUNC./S 口（フアンクシヨン/セット）ボタン 

撮影モード、画面に表示される絵文字や文言は、 [] つさで示しています。 

® ：知っておいていたださたい重要事項を示しています。 

翁.. 上手に使ラためのヒントや補足事項を示しています。 

( P . XX ) :参照ページを示しています。 XX はページ数を示しています。 
すべての機能び初期状態になっていることを前提に説明しています。 

このカメラで使えるメモ U —力ードのことを「カード」と表記しています。 
タイトルの上にあるタブは、その機能び静止画や動画で使えるかどうかを 
7 J \ しています。 

静止画 ：静止画を撮るとさや見るとさに使える機能を示してい 

ます。 


動画 ：動画を撮るとさや見るとさに使える機能を示していま 

す。 

機種により異なる機能は、次の絵文字で示しています。 

PowerShot A 4000 IS だけの機能や注意事項 
PowerShot A 3400 IS だけの機能や注意事項 

_ PowerShot A 2400 IS だけの機能や注意事項 

PowerShot A 2300だけの機能や注意事項 
mnm PowerShot A 810 だけの機能やを意事項 



このガイドでは、 PowerShot A 4000 IS の画面例やイラストを使って説 


明しています。 


カメラと付属品の確認 . 2 

使えるカード（市販品）について…3 
お使いになる前にお読みください…3 

各部のなまえと記載について . 4 

醜 . 7 

やりたいこと目次 . 9 

安全上のごミ主意 . 11 

画面をタッチして操作する . 15 

準備する . 16 

使ってみる . 24 

ソフトウエアと電子マニュアルを 

使ラ . 30 

システムマップ . 36 

主な仕様 . 38 

1 カメラを知る . 45 

電源の入れかた/切りかた . 46 

シャッターボタンの押しかた . 47 

撮影時の画面表示の切り換えかた 
. 48 

ランプの表示 . 48 

FUNC . (ファンク）の表示と 

操作方法 . 49 

MENU (メニュー）の表示と 
操作方法 . 50 

2 AUTO モ ー h ^. 51 

AUTO モードで撮る . 52 

よく使ラ機能や便利な機能を使ラ 
. 60 

自分好みの画像を撮るための機能を 

使ラ . 66 

撮影の手助けとなる機能を使ラ....69 
自分好みに機能を変える . 70 


3 いろいろな撮影モード ....... 71 

いろいろなシーンで撮る . 72 

効果をつけて撮る . 76 

特殊なモードでいろいろな画像を 

撮る . 82 

i Fra me 動画で撮る . 84 

4 P モード . 85 

プ□グラム AE で撮る （ P モード） 
. 86 

明るさ（露出）に関する機能を 

使ラ . 86 

色や連続撮影に関する機能を使ラ 
. 90 

撮影範囲やピント合わせに関する 

機能を使う . 92 

スト□ボに関する機能を使う ....... 99 

撮影スタイルにあわせて 
機能を変える . 101 

5 再生モード . 105 

見る . 106 

画像を探したり、 

特定の画像だけを見る . 109 

いろいろな方法で画像を見る ..... 111 

保護する . 113 

消す . 114 

回転する . 115 

静止画を編集する . 116 

6設定メニユー . 119 

カメラの基本機能を変える . 120 















































目次 


7 アクセサリー . 129 

付属アクセヴ U —の上手な使いかた 

. 130 

別売アクセヴ U -. 130 

別売アクセヴ U —の使いかた ..... 133 
印刷する . 138 


8 付録 . 151 

故障かな？と思ったら . 152 

画面に表示されるメッセージー覧 
. 156 

画面の表示内容一覧 . 158 

機能/メニュ——覧 . 162 

日ごろの取り扱いについて . 171 

索引 . 172 
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やりたいこと目次 


〇撮る 



♦カメラまかせで写真を撮りたい（オートモード） . 52 


人を上手に撮りたい 



人をきれいに 

雪景色で 


( P .72) 

( p .73) 






いろいろなシーンにあわせて撮りたい 


暗い場所で 巧义 

( P .73) ( P .73) 


効果をつけて撮りたい 




1 .. 

鮮烈な色で イラスト風に 

トイカメラ風に 

モノク□で 


( P .76) ( P .76) 

( P .80) 

( P .81) 



♦マナーモードで撮りたい . 73 

♦ 自分好みに効果をつけて撮りたい 

(ライブビューコント□ール） . 74 

♦人の顔を上手に撮りたい . 52、72、93 

♦スト□ボ禁止の場所で撮りたい（スト□ボ発光禁止) . 64 

♦自分も一緒に写りたい（セルフタイマー撮影） . 61、82 

♦ 曰時を入れて撮りたい . 65 
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やりたいこと目次 



♦画像を見たい . 106 

• 自動再生で見たい（スライドショー） . 112 

♦テレビで見たい . 133 

♦パソコンで見たい . 30 

♦画像を素早く探したい . 109、110 

♦画像を消したい . 114 


«動画を撮る/見る 


>動画を撮りたい., 
>動画を見たい ...... 


な印刷ずる 




>写真を印刷したい . 138 


功残す 


♦画像をパソコンに保をしたい 


34 
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安を上のごを意 


ご使用の前に「安全上のごを意」をよ<お読みの上、製品を正し<お使い<ださい 。 g 
ここに示したを意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防ぐためのわの1 
です。 

別売アクセヴ1」一をお持ちのとさは、付属の使用説明書わあわせてご確認<ださい。 


死 t または重傷を負ラ可能性びある内容です。 


スト□ボを人の目に近づけて発光しない。 

視力障害の原因となります。特に、乳幼児を撮影するとさは1 m 政上離れてください。 

お子様や幼巧の手の届くところで保管しない。 

ストラップ；誤って首にきき付けると、窒息することびあります。_ 

指定がの電源は使わない。 

分解、改造したり、加熱しない。 

落とすなどして強い衝撃を与えない。 

落下などで破損したときは、内部には触れない。 

煙が出ている、異臭がずるなどの異常が発生したときは使わない。 

アルコール、ベンジン、シンナーなどの有機溶剤で手入れしない。 

水や海水などの液体で濡5さない。 

内部に液体や異物などを入れない。 

感電、火災の原因となります。 

winumw WMiliTM •隱化 ■ •けむ i— 

万び 一、 液体や異物び入ったとさは、すぐに電源を切り、その後必ずバッテ IJ 一を取り 
出して < ださい。 

バッテ U —チャージャーび液体で濡れたとさは、コンセントから抜いて、お買い上げに 
なった販売店または修理受付センターにご相談<ださい。 

m^mm 

万び 一、 液体や異物び入ったとさは、すぐに電源を切り、その後必ず電池を取り出して 
ください。_ 

wmimm WHMUM Wimmm mimim 
指定がのバッテリーは使わない。 

バッテリーは乂に近づけたり、乂の中に擲ず込まない。 

電源プラグを定期的に巧き、その周辺およびコンセントにたまったホコリや巧れを乾 
いた巧で}式き取る。 

濡れた手で電源プラグを巧を差ししない。 

コンセントや配線器具の定格を超える使いかたをしない。また、電源プラグが傷んで 
いたり、差し込みがす十分なまま使わない。 

電源プラグや端子に金属製のピンやゴミを付着させない。 

バッテ U —び破裂や液漏れし、けびや周囲を巧す原因となったり、火災、感電の原因と 
なることびあります。万び 一、 電解液び漏れ、巧服、皮膚、目、□についたとさは、た 
だちに洗い流してくださし、。 
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ま全上のご注意 


rntmim 

指定がの電池は使わない。 

電池は乂に近づけたり、乂の中に勘ず込まない。 

電池び破裂や液漏れし、けびや周囲を巧す原因となったり、火災、感電の原因となるこ 
とびあります。万び 一、 電解液び漏れ、巧服、皮膚、目、□についたとさは、ただちに 
洗い流してください。_ 

カメラの使用が禁止されている場所では、カメラの電源を切る。 

カメラび発生する電磁波により、計器や機器に影響を与える恐れびあります。特に飛行 
機内や医療機関など、電子機器の使用び制限されている場所では十分を意して<ださ 
い。 

付属の CD-ROM は、 CD-ROM 対応ドライブがでは絶対に再生しない。 

音楽用 CD プレーヤーで再生してへッドフォンなどを使用したとさは、大音量により聴 
力障害の原因となります。また、音楽用 CD プレーヤーで使用したとさは、スピーカー 
などの破損の原因となります。 



傷害を負ラ可能性びある内容です。 


ストラップで下げているときは、他のものに引っ掛けたり、強い衝撃や振動を与えな 
い。 

レンズを強く押したり、ぶつけたりしない。 

けびやカメラの故障の原因となることびあります。_ 

液晶モニターに強い衝撃を与えない。 

液晶モニターび割れると、破片でけびをすることびあります。 


スト□ボを指や巧などで覆ったまま、発光させない。 

やけどや故障の原因となることびあります。 


次の場所で使用-保管しない。 

-直射日光のあたるところ 
- 40度を超える高温になるところ 
-湿気やホコリのをいところ_ 

wmimm IWiBl •囲 化 ■ 隱剛— 

バッテリーの液漏れ、発熱、破裂により、感電、やけど、けび、火災の原因となること 
びあります。 

カメラやバッテ U —チャージャーび熱により変形することびあります。 

電池の液漏れ、発熱、破裂により、感電、やけど、けび、火災の原因となることびあります。 
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ま全上のご注意 


ミ主意 


物的損害を負ラ可能性びある内容です。 



カメラを強い光源（晴天時の太陽など）に向けない。 

撮像素テび損傷することびあります。 

砂おや風の強い場所で使うときは、カメラの内部にホコリや砂が入5ないようにす 
る。 

故障の原因となることびあります。 

スト□ボに巧れやホコリなどの異物がついたときは、綿棒などで取り除く。 

そのまま発光させると、発光熱により、付着物の発煙や故障の原因となることびありま 
す。 


画 , M wmim mmm 

使用しないとをは、カメラか5バ 

ナ1乂うし—パ'、、ノ干 I J ー ホスわたままし —I 


カメラにバツテ U 
あります。 


カメラか!5バッテリーを取り出して保管する。 

を入れたままにしておくと、液漏れにより故障の原因となることび 


•!; 化 ■ 

使用しないときは、カメラか5電池を取り出して保管する。 

カメラに電池を入れたままにしておくと、液漏れにより故障の原因となることびありま 
す。 



バッテリーを廃却するときは、接点にテープを貼るなどして絶縁する。 


•!; 化 ■ 

電池を廃却するときは、接点にテープを貼るなどして絶縁する。 

他の金属と接触すると、発义、破裂の原因となることびあります。 


wmimm WMUJm ，隱化 , •關漏 

バッテリーチャージャーは、使用しないときや巧電が終わったときは、コンセント 
か5がす。 

巧などをかけたまま巧電しない。 

長時間接続してお<と、発熱、変形して火災の原因となることびあります。 

•【卿化 , WMUITM Wimmm • けむ i— 

ぺットの近くにバッテリーを置かない。 

バッテ U —に陋みついたとさ、バッテ U —の液漏れ、発熱、破裂により、故障や义災の 
原因となることびあります。 


巧電状態の異なる電池、購入時期の異なる電池を混ぜて使わない。 
電池の「+」「一」端子を逆にして入れない。 

故障の原因となることびあります。 
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を全上のごを意 


ズボンのポケットにカメラを入れたまま椅子などに座5ない。 

液晶モニターの破損の原因となります。 

かばんにカメラを入れるときは、硬いものが液晶モニターにあた5ないようにする。 
ストラップにアクセサリーをつけない。 

硬いちのび液晶モニターにあたると破損の原因になります。 



画面をタッチして操作する 


このカメラの画面はタッチパネルになっているため、指で画面をタッチ（触 
れて）して直感的に操作でさます。 

( タツチ 



画面を指で押して離す 

♦いろいろな機能の設定や、撮影するとさなど 
に使います。 


( ド女ック 


指を画面に触れたまま移動する 

♦再生モードで、次の画像に表示を切り換える 
とさや、拡大表示する範囲を変えるとさなど 
に使います。 


0 タッチパネルは圧力を感知するタイプなので、保護シートを貼ると 
タッチ操作び感知されにくいことびあります。 

こスタイラスを使う 




♦指でタッチしにくいとさは、付属のスタイラ 
ス （ P .2) を使って操作します。付属のスタ 
イラス ■ UU 外のとびったをの（鉛筆やペンなど） 
で操作しないでください。 

なお、思うように項目やボタンを選べないと 
さは、タッチ位置の調整を行ってください 



( P .126)。 

♦スタイラスは、図のようにストラップに取り 
付けることびでさます。 
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準備する 


ここでは、撮影前の準備について説明します。 

こストラップを巧り付ける 



1 ストラップを取り付ける 

♦ ①ストラップの先端を取り付け部に通して、 
③通した先端にストラップを通します。 


户カメラを構える 

•ストラップを手首に通します。 

♦撮影するとさは、脇をしめてカメラび動かな 
いよラにしっかりと構え、スト□ボに指びか 
からないよラにして < ださい。 


•伽ル 化 , IWiBl •囲 化,隱醒— 

r バッテリーを巧電する _ 

カメラに付属のバッテ IJ ーチャージャー（充電器）を使って、バッテ IJ 一を 
充電します。お買い上げ時はバッテ U —び充電されていませんので、必ず充 
電してからお使いください。 




カバーを 外す 


バッテリーを取り付ける 

バッテ U —とバッテ U —チャージャーの▲を 
あわせて、①の方向へ押しなびら、③の方向 
へ取り付けます。 
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準備ずる 



3 充電する 



♦ プラグを①の方向へおこして、③コンセント 
に差し込みます。 

►充電びはじまり、ランプびオレンジ色に点な 
します。 


►充電び完了すると、ランプび緑色に点なしま 
す。 



4バッテリーを取り外す 

♦バッテ U —チャージヤーをコンセントから抜 
さ、①の方向へ押しなびら、③の方向へ取り 
外します。 


0 バッテ U —を保護し、性能の劣化を防ぐため、24時間似上連続し 
て充電しないで < ださい。 


瓜 充電に必要な時間、フル充電したバッテ U —で撮影でさる枚数と時間について 
妙 は、「主な仕様」を参照してください （ P .38)。 

•【卿化,の丽 n wimmm ■けむ i — 

こバッテリーを入れる 


付属のバッテ IJ 一を入れます。 



1 ふたを開ける 

• ①の方向にふたを動かして、③のち向へふた 
を開けます。 
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圓準備する 


バッテリーを入れる 

♦バッテ IJ 一を図の向さにして、バッテ U — 
□ックを矢印の方向へ動かし、「カチッ」と音 
びして□ックされるまで差し込みます。 

• 間違つた向さでバッテ U —を入れると□ック 
されません。必ずバッテ U —び□ックされる 
正しい向さで入れて < ださい。 

端テ部 バッテリー 

□ック 


3 ふたを閉める 

♦ ふたを①の方向へたおして押さえたまま、 
③の方向へ「カチッ」と音びするまで動かし 
て閉めます。 




，バッテリーを 取り出す 



♦ふたを開け、バッテ U —□ックを矢印の方向 
に動かします。 

►パ'ッテ U —び出てさます。 
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準備ずる 


— f 加 ■ 

r 電池を入れる 

付属の電池を入れます。 





1 ふたを開ける 

• ①の方向にふたを動かして、③の方向へふた 
を開けます。 


電池を入れる 

• 電池を図の向さにして入れます。 


，ふたを閉める 

ぶふたを①の方向にたおして押さえたまま、 
③の方向へ「カチッ」と音びするまで動かし 
て閉めます。 


使える電池 

単3形アルカ IJ 電池と、キヤノン製単3形ニッケル水素電池（別売） （ P .131) 
です。 




指定がの電池は性能にばらつさびあるため、指定された電池の使用をおすすめ 
します。 

ニッケル水素電池は、アルカリ電池に比べて、より長時間（特に低温下）カメ 
ラび使えます。 
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圓準備する 


r 力ードを入れる _ 

カード（市販品）をカメラに入れます。 

なお、新しく買ったカードや他のカメラやパソコンで初期化したカードは、 
このカメラで初期化（フオーマット） （ P .122) することをおすすめします。 


1 カードのスイッチを確認する 

♦スイッチびあるカードでは、スイッチび下 
(「 LOCK 」 側）になっていると撮影できませ 
ん。「カチッ」と音びするまでスイッチを上に 
動かします。 



2 ふたを開ける 



3 カードを入れる 

♦カードを図の向さにして、「カチッ」と音びす 
るまで差し込みます。 

• カードは、必ず正しい向さで入れてください。 
間違った向さで入れると、カメラの故障の原 
因となります。 


4ふたを閉める 


，カードを取り出す 



♦ふたを開け、「カチッ」と音びするまでカード 
を押し込み、ゆっくり指を離します。 

► カードび出てさます。 
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準備ずる 


r 曰付/時刻を設定する _ 

はじめて電源を入れると、曰付/時刻の設定画面び表示されます。撮影した 
画像には、ここで設定した曰付/時刻ををとにした曰時の情報び記録されま 
す。必ず設定してください。 




日巧/腳 


日付/赋を臨してくだか 
2012.02.0210■が月/曰娘 


巧 IOK ran あヒで游 



1 電源を入れる 

♦電源ボタンを押します。 

► [曰付/時刻]画面び表示されます。 

-曰付/時刻を設定する 

♦ イか►を押して項目を選びます。 

♦ ▲か▼を押して設定します。 

♦すべての項目を設定したら、©を押します。 
♦ 電源ボタンを押すと電源び切れます。 


0 曰付/時刻を設定しないと、電源を入れるたびに[日付/時刻]画面 
び表示されます。正しく設定してください。 


手順2で[ミお r ] を選び、▲か▼を巧して[ミわ]にすると、サマータイム （1 
^ 時間プラス是れます）に設定されます。 
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圓準備する 

，曰付/時刻を変える 

曰付/時刻を、現在の設定から変えられます。 



1 メニューを表示する 

♦ MENU ボタンを押します。 


2 [曰付/時刻]を選ぶ 

♦ズームレバーを動かして、巧 T ] タブを選びま 
す。 

♦ ▲か▼を押して[日付/時刻]を選び、©を 
押します。 

〇曰付/時刻を変える 

♦ P .21 の手順 2 の操作で設定します。 

♦ MENU ボタンを押すと、メニュー画面び消え 
ます。 


カメラには曰付/時刻用電池（バックアップ電池）び内蔵されています。バッ 
テ U —を取り出してから約3週間は、設定した曰付/時刻び保持されます。 

曰付/時刻用電池びな<なると、カメラの電源を入れたとさに[曰付/時刻] 
画面び表示されます。 p .21 の手順で正しく設定してくださし、。 

• 画 " iwiia • 画。 • 欄 ■ 

日付/時刻用電池は、充電したバッテ U - をカメラに入れるか、八〔アダプター 
キット（別売） （ P .130) を使うと、カメラの電源を入れなくても約4時間で 
充電されます。 


十分に残量のある電池または充電したバッテ U —（別売）をカメラに入れる 
か、 AC アダプターキット（別売） （ P .130) を使うとカメラの電源を入れな 
くても約4時間で充電されます。 
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準備ずる 


表お言語を選ぶ _ 

画面に表示される言語を変えられます。お買い上げ時は曰本語に設定されて 
います。 





(§ 


1 再生モードにする 

♦囚ボタンを押します。 


2 設定画面を表示する 

• ©を押したまま、 MENU ボタンを押します。 


3 言語を設定する 

• ▲▼仆を押して言語を選び、©を押します。 
►表示言語び設定され、設定画面び消えます。 


瓜 言語設定は、 MENU ボタンを巧すと表示されるメニュー画面で、巧 T ] タブの 
物 [言語園]を選んで設定することちでさます。 


23 


























巧ってみる 


ここでは、電源を入れてから静止画や動画を撮影し、その画像を見るまでの 
手順について説明しています。 

静止画 

撮る（こだわり才ート) _ 

カメラび被写体や撮影状況を判別するため、シーンに最適な設定でカメラま 
かせの全自動撮影びでさます。 



1 電源を入れる 

♦電源ボタンを押します。 
►起動画面び表示されます。 



円ボタンを的 "t 
スト跡 I 巧) t しまだん 


ドにする 

:表示されるまで▲を何度か押します。 
♦カメラを被写体に向けると、シーンを判別す 
るため動作音（カチカチ）びします。 

•画 " WMiliim •画も, 

►画面のち上にカメラび判別したシーンと手ブ 
レ補正のアイコンび表示されます。 

隱卜獅■議咖 ■ 

1¢画面のち上にカメラび判別したシーンのアイ 
コンび表示されます。 


►被写体び検出されたとさは、フレームび表示 
されてピントを合わせます。 


陋4^—%並 



5撮りたいものの大きさを決める 

♦ ズームレバーを[の 側に押すと撮りたいをの 
が大きくなり 、晒側に押すとルさくなりま 
す。 
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使ってみる 



4ピントを合わせる 

♦シャッターボタンを浅く押して、ピントび合 
うと電子音び「ピピッ」と2回鳴り、ピント 
び合った位置に AF フレームび表示されます。 


AF フレーム 



5撮影する 

、，シャッターボタンを深く押し込みます。 
►シャッター音び鳴り、撮影されます（暗いと 
ころでは自動的にスト□ボび光ります)。 
►撮影した画像は、約2秒間表示されます。 

• 画像び表示されている状態でも、シャッター 
ボタンを押すと、次の撮影びでさます。 


動画 

r 動画を备る _ 

動画ボタンを押すだけで、カメラまかせの動画撮影びでさます。 


1 撮影の準備をする 

♦ P .24 の手順1〜3の操作で、電源を入れて 
征西)モードにし、撮りたいをのの大ささをミ夫 
めます。 
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使ってみる 



2撮影をはじめる 

♦動画ボタンを押すと、電子音び「ピッ」と1 
回鳴って撮影びはじまり、[•録画]と撮影時 
間び表示されます。 

►画面上下に黒い帯び表示されます。この部分 
は撮影でさません。 

♦ 撮影び始まったら動画ボタンから指を離しま 
す。 


3撮影を終える 

♦をラー度動画ボタンを押すと、電子音び「ピ 
ピッ」と2回鳴り、撮影び終わります。 
►カード容量びいっぱいになると、自動的に撮 
影び終わります。 


静止画 動画 

^見る 


撮影した画像を画面で見ることびでさます。 



1 再生モードにする 

♦囚ボタンを押します。 

► 最後に撮影した画像び表示されます。 


26 


























使ってみる 



_画像を選ぶ 

♦ イを押すと前の画像び表示され、►を押すと次 
の画像び表示されます。 

♦ イか►を押したままにすると、画像び速く切り 
換わります。ただし、表示画像は粗くなりま 
す。 



♦動画では、 [扭 I 呈] び表示されます。動画を 
再生するとさは手順3に進みます。 


3 動画を再生する 

• ©を押して動画操作パネルを表示し、イか ► 
を押して [►] を選び、をう一度 © を押し 
ます。 

►動画び再生され、再生び終わると[应|ち]び 
表示されます。 


♦ 音量は▲か▼を押して調節します。 


再生モードの状態でシャッターボタンを半巧しすると撮影モードになります。 

mmimm 

[©] をタッチすることでわ動画を再生でさます。また、再生中に画面を上下 
方向に素早くドラッグすると音量を調節でさます。 
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圓使ってみる 


•咖1化, 

，ドラッグで画像を選ぶ 

♦ 画面を左方向にドラッグすると次の画像び表 
示され、ち方向にドラッグすると前の画像び 
表 TJX されます。 


，消す 

不要な画像を1枚ずつ選んで消せます。消した画像はをとに戻すことはでさ 
ません。十分に確認してから消してください。 


1 消したい画像を選ぶ 

♦ イか►を押して画像を選びます。 

2消す 

• ▲を押します。 

• [消去？]び表示されたら、イか►を押して[消 
去]を選び、©を押します。 

表示していた画像び消えます。 

♦中止するとさは、イか►を押して[キャンセ 
ル]を選び、 © を押します。 






画像をまとめて消すことわでさます （ P .114)。 
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使ってみる 



静止画 

動画 

ヘルプを表おする 




カメラを'判別したシーンの説明や撮影のアドバイス、再生の操作の説明を画 
面に表示でさます。 



ヘルプ 

网巧了 


1イン テ:/クス S ミ! こずる ► 

0 

がを献して貼 
丽のま示備をなる 
がを巧す 
がを度いこなす 
臘に民る L 


♦ ?ボタンを押すと、ヘルプび表示されます。 
♦をう一度？ボタンを押すと、をとの画面に 
戻ります。 


♦撮影モードでは、カメラび判別したシーンの 
説明び表示されます。また、シーンによって 
は、撮影のアドバイスを表示されます。 


f 再生モードでは、▲か▼を押して目的を選ぶ 
と、操作に使ラズームレバーやボタンびイラ 
スト上に示されます。 

• 目的を選んで、 ► を押すと操作の説明び表示 
されます。説明の続きを読むときは、▲か ▼ 
を押します。イを押すと左の画面に戻ります。 


^ の西)政外の撮影モードでは、再生モードと同じよラにヘルプを使えます。 
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アルを巧 5 


ここでは、付属 CD に入っているソフトウエアや電子マニュアルの紹介のほ 
か、インス I -ールち法、画像をパソコンに取り込む方まについて説明します。 

付属のソフトウエアででまること _ 

付属の CD 内のソフトウエアをインス I -ールすると、パソコンで次のような 
ことびでさます。 

ImaaeBrowser EX 

(イメージブラウザーイーエックス） 

♦ 画像の取り込みやカメラの各種設定 
♦画像の閲覧をはじめ、検索や整理などの画像管理 
♦ 画像の印刷や各種の編集 

♦ オートアップデート機能による最新バージョンへの更新 

オートアップデート機能について 

付属のソフトウエアは、最新バージョンへの更新や新しい機能の追加などを 
インターネットを使って行います（一部のソフトウエアは除く）。そのため、 
インターネットにつなびるパソコンへインス I -ールしてお使いください。 


0 この機能をお使いいただくためには、インターネットに接続でさる 
環境び必要なため、プ□ノくイダーとの接続輯金や通信輯金び別途か 
かります。 


電子マニュアル _ 

付属の CD 内のソフトウエアをインス I -ールすると、次の電子マニュアルを 
一緒にインス!-ールされます。 

ImageBrowser EX ガイド 

付属のソフトウエアを使ラとさに参照してください。 

ImageBrowser EX のヘルプ機能から参照することびできます。 
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ソフトウエアと電子マニュアルを使う 


r パソコンに要なシステム括ぶ _ 

付属のソフトウェアびお使いになれるパソコンは似下の通りです。また、電 
テマニュアルをご覧になるには、別途 Adobe Reader び必要です。 

Windows 


0 S 

Windows 7 SP 1 

Windows Vista SP 2 

Windows XP SP 3 

機種 

上記 OS びプ U インストールされていて、 USB ポートび標準装備さ 
れていることと、インターネットに接続できること 

CPU 

静止画1 .6 GHzlU 上、動画 Core 2 Duo 1.66 GHz 政上 

RAM 

Windows 7 (64 bit ) :静止画2 GB 政上、動画1 GB 政上 
Windows 7 (32 bit)、Windows Vista (64 bit 、 32 bit ) : 

1 GB 政上 

Windows XP :静止画 512 MB 似上、動画 1 GB 政上 

インターフェース 

USB " 

八ードディスク 
空さ容量 

440 MB 政上* 

ディスプレイ 

1,024 X 768ドット切上 


* Windows XP では 、 Microsoft .NET Framework 3.0 (最大500 MB ) 攻上のイ 
ンス I -ールび必要です。お使いの環境によっては、インス！-ールに時間びかかること 
びあります。 


Macintosh 


OS 

Mac OSXvlO .6 

機種 

上記 OS びプリインストールされていて、 USB ポートび標準装備さ 
れていることと、インターネットに接続できること 

CPU 

Core Duo 1.83 GHzUI 上 

RAM 

1 GB 政上 

インターフェース 

USB 

八ードディスク 
空さ容量 

550 MB 政上 

ディスプレイ 

1,024 X 768ドット攻上 


◎ 最新の OS を含む対応状況については弊社ホームページをご確認ください。 
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ソフトウエアと電子マニュアルを使う 


ソフトウェアと電子7ニユアルをインストールする 

ここでは 、 Windows 7と Mac OS X v 10.6 を使って説明をしています。な 
お、ソフトウェアはオートアップデート機能により、最新バージョンへの要 
新や新しい機能の追加などび行われます（一部のソフトウェアは除く）の 
で、インターネットにつなびるパソコンへインス!-ールしてください。 


1 CD をパソコンのドライブに入れる 


♦付属の 〔D (DIGITAL CAMERA Solution 
Disk ) ( P .2) をパソコンのドライブに入れます。 
♦ Macintosh では、 〔 D を入れるとデスクトツ 
プ上に表示される CD アイコンをダブルク 
リックして開さ、表示される[皆]をダブ 
ルク IJ ックします。 



2 インスI-ールをはじめる 

♦ [おまかせインス! -- ル]をク U ックし、表示 
される画面にしたびって操作を進めます。 


3カメラの接続をうながすメッセージ 
び表示された5カメラをパソコンと 
つなぐ 

♦カメラの電源び切れた状態でふたを開さ 
(① ） 、付属のインターフェースケーブル 
( p .2) の小さい方のプラグを図の向さにし 
て、カメラの端テにしっかりと差し込みます 
(③） 。 


32 

























ソフトウエアと電子マニュアルを使う 





>インターフェースケーブルの大さい方のプラ 
グをパソコンの USB 端テに差し込みます。パ 
ソコンの USB 端テについては、パソコンの使 
用説明書を参照してください。 


たびって必要な操作をおこない、インス!-一 
ルを進めます。 

► 最新ノ（ージョンへの更新や新しい機能の追加 
などを行うためインターネットへつなびりま 
す。そのため、お使いのパソコンやインター 
ネット環境によってはインス I -ールに時間び 
かかることびあります。 

• インストールを終えると表示される画面の 
[完了]または[再起動]をク U ックして、デ 
スクトップ画面び表示されたら CD を取り出 
U cK 9 〇 

♦カメラの電源を切ってからケーブルを抜さま 
す。 


於 インターネットに接続していないとさは、次のよラな制限事項びあります。 

- 手順3の画面は表示されません。 

一部の機能びインストールされないことびあります。 

-はじめてカメラとパソコンをつないだときにドライバーびインストールさ 
れるため、操作びでさるよラになるまでに時間びかかることびあります。 


付属の CD に ImageBrowser EX び入っているカメラを複数お持ちのときは、 
それぞれのカメラに最適な更新や新しい機能をオートアップデート機能によ 
り追加するため、それぞれの CD とカメラを使い、表示される画面にしたびっ 
てインス！ルしてください。 
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I ソフトウェアと電子マニュアルを使う 


r 画像をパソコンに取り込む _ 

ここでは 、 Windows 7と Mac OS X v 10.6 を使って説明をしています。 


1 カメラとパソコンをつなぐ 

♦ P .32 の手順 3 の操作でカメラとパソコンをつ 
なざます。 

2 電源を入れて CameraWindow 
(カメラウインドウ）を表示する 

♦囚ボタンを押して電源を入れます。 

♦ Macintosh では、カメラとパソコンび通信で 
きる状態になると、 CameraWindow び表示 
されます。 

♦ Windows では、し U 下の操作を行います。 
♦表示された画面で[ピ L ] のプ□グラムを変 

要するための U ンクをク U ックします。 


• [画像をキヤノンカメラからダウン□ー ドし 
ます]を選び、 [ OK ] をク U ックします。 


• [注]をダブルク U ックします。 
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CameraWindow 


ソフトウエアと電子マニュアルを使う 


3 画像を取り込む 

♦ [カメラ内の画像の取り込み]をク IJ ックした 
あと、[未転送画像を取り込む]をク IJ ックし 
ます。 

►画像びパソコンに取り込まれて、「ピクチャ」 
フオルダ内に撮影曰ごとのフオルダに分けら 
れて保をされます。 

•取り込みび完了したら 〔 ameraWindow を 
閉じ、カメラの囚ボタンを押して電源を切つ 
てからケーブルを抜さます。 

♦パソコンで画像を見る操作は、 

rimageBrowser EX ガイ问 （ p .30) を参照 
してください。 


Windows 7で手順2の画面び表示されないときは、タスクバーの [ M ] をク 
I 」ックします。 

Windows Vista または Windows XP をお使いのときは、手順2でカメラの電 
源を入れるとパソコンに表示される画面で[画像をキヤノンカメラからダウン 
□-ドします]をク U ックして、 CameraWindow を表示します。この操作 
で画面び表示されないとさは、[スタート]メニュー ► [すべてのプ□グラム] 

► [Canon Utilities ] ► [ CameraWindow ] ► [ CameraWindow ] を選 
びます。 

Macintosh で手順2の操作をしても CameraWindow び表示されないとき 
は 、 Dock (デスクトップ下部に表示されるバー）のに ameraWindow ] ア 
イコンをク U ックします。 

付属のソフトウェアの画像取り込み機能を使わなくても、カメラとパソコンを 
つなぐだけで画像を取り込むことびでさますび、次のよラな制限事項びありま 
す。 

-カメラとパソコンをつないでから操作でさるよラになるまで、数分かかるこ 
とびあります。 

縦位置で撮影した画像び横位置になって取り込まれることびあります。 
保護した画像び、パソコン側で解除されることびあります。 

-0 S のバージョンや使用するソフトウェア、ファイルサイズによっては、画 
像や画像に付属する情報び正し<取り込まれないことびあります。 

動画編集や書き戻しなど、付属のソフトウエアの機能び一部使えなくなるこ 
とびあります。 
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* 2 八イノくワーフラッシュ HF - DC 1 もお使いになれます。 

* 3 D 〔カプラー DR - DC 10 び必要です。 
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システムマップ 


miwim 





スト□ボ 

a 

良 

み 

八ィパ 

フラッ 

HF-DC 

L 

ワー 

シュ 

2*2 



[アクセサリーはキヤノン純正品のご使用をおずずめしまず 

本製品は、キヤノン純正の専用アクセヴ U —と組みあわせてお使いになった場合に最 
適な性能を発揮するよラに設計されておりますので、キヤノン純正アクセヴ U —のご 
使用をおすすめいたします。 

なお、純正品政外のアクセサリーの不具合（例えばバッテ U —パックの液漏れ、破裂 
など）に起因することび明らかな、故障や発火などの事故による損害については、弊 
社では一切責任を負いかねます。また、この場合のキヤノン製品の修理につさまして 
は、保証の対象外となり、有償とさせていたださます。あらかじめご了承<ださい。 
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r 主な仕様 

カメラ部有効画素数 

約1600万画素 

レンズ焦点距離 

•画" 

8倍ズーム： 5.0 ( W ) - 40.0 ( T ) mm 
(35 mm フィルム換算： 28 ( W ) - 224 ( T ) mm ) 

•园化,の丽术1•獅— mimim 

5倍ズーム： 5.0 ( W ) - 25.0 ( T ) mm 
(35 mm フィルム換算： 28 ( W )- 140 ( T ) mm ) 

液晶モニター 

•画" 

3.0 型 TFT カラー液晶 
有効画素数；約 23.0 万ドット 

•园化 ■ 

3.0 型 TFT カラー液晶（タッチパネル） 

有効画素数：約23.0万ドット 

wimmm mMiUm mmim 

2. 7型 TFT カラー液晶 
有効画素数：約 23.0 万ドット 

ファイルフォーマット 

DCF 準拠、 DPOF 対応 (Version 1.1) 

データタイプ 

静止画 ： Exif 2.3 ( JPEG ) 

動画： MOV 徊像： H .264、 音声： U ニア PCM (モノラ 
ル)） 

インターフェース 

Hi-Speed USB 

アナ□グ音声出力（モノラル） 

アナ□グ映像出力 ( NTSC / PAL ) 

電源 

•腸化, MMHim •画。■賜 ■ 

バッテ U —パック NB -11 L 

AC アダプターキット ACK - DC 90 

mtmim 

単3形アルカ U 電池（単3形 NiMH 電池 NB -3 AH ) X 2 
コンパクトパワーアダプター CA - PS 800 ( AC アダプター 
キット ACK 800に付属） 

-ただし接続には、別売の DC カプラー DR - DCIO び必要 

大きさに IPA 準拠） 

wiimm-m 95.3 x 56.3 x 24.3 mm 

WMamm 94.4 x 56.3 x 21.3 mm 

wmmimmm^im 94.4 x 54.2 x 20.1 mm 

miwim 94.7 x 61.3 x 29.8 mm 
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主な仕様 


質量 （ CIPA 準拠) 




電池-メモリーカード含む 

本体のみ 

•【卿 I — 

約145 g 

約 130 g 

•画化 1 

約141 g 

約 125 g 

•画/! 

約 126 g 

約 llOg 

•冊 ■ 

約 125 g 

約 109 g 

•ホ 

約171 g 

約123 g 


，撮影できる枚数-時間、再生できる時間 



撮影枚数 

動画撮該時間*2 

連続時* 3 

再生時間 


wmmw 約 175 枚 
•画 M 約 180 枚 
約 190 枚 
•漏 ■ 約 210 枚 
約 50 分 

•腸 M 約 1 時間 20 分 

EB 19 CBI 3 約1時間30分 

約 1 時間 40 分 

• 匿 II— • 园 I— wimmm 約 4 時間 
mmiim 約5時間 




電源 

アルカ U 電池（付属品） *4 

ニッケル水素電池（別売）*1 

撮影枚数 

約220枚 

約500枚 

動画撮該時間* 2 

約1時間 

約2時間 

連続時* 3 

約1時間40分 

約3時間 

再生時間 

約10時間 

約13時間 


* 1フル充電状態での枚数-時間です。 

*2 カメラの初期状態で、撮影/一時停止、電源の入/切、ズームなどの操作をしたとさ 
の時間です。 

*3 「一度に撮影でさる時間まで撮影」、「自動停止」を繰り返したとさの時間です。 

*4 アルカ U 電池は銘柄により、撮影枚数や時間び大さく変わることびあります。 

撮影枚数は 、 CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基準によります。 

撮影枚数-時間は、撮影条件によりかなくなることびあります。 
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主な仕様 


，1 枚の力ードに撮影できる枚数 



記録画素数 

I 1 枚の力ードに撮該でさる枚数（約•枚） I 


(ピクセル） 

1 8 GB 1 

1 32 GB 1 

し （ラージ） 

16 M /4608 X 3456 

1903 

7684 

M 1 (ミドル 1) 

8 M /3264 X 2448 

3721 

15020 

MS ドル） * 

: 4 M /2304 X 1728 

6638 

26792 

M 2 ( ミドル 2) 

2 M /1600 x 1 200 

12927 

52176 

S (スモール) 

0.3 M /640 X 480 

40937 

165225 

四 （ワイド） 

4608 x 2592 

2531 

10219 


* [を] モード時 

当社測定条件によるわので、被写体やカードの銘柄、カメラ設定などにより変わりま 
す。 

1 枚のカードに撮影できる時間 


画質 

1 枚のカードに撮影できる時間 

8 GB 

32 GB 1 

1 

49 分 18 秒* 1 

3 時間 19 分 3 秒* 2 

丽 

1 時間 28 分 59 秒 

5 時間 59 分 10 秒 


*1 iFrame 動画では、 27 分 28 秒 
*2 iFrame 動画では、 1 時間 50 分 52 秒 

当社測定条件によるわので、被写体やカードの銘柄、カメラ設定などにより変わりま 
す。 

-度の撮影で動画の容量び 4 GB になるか、撮影時間び[厕]では約 29 分 59 秒、[厕] 
では約1時間になると、自動的に撮影び終わります。 

カードによっては、連続撮影時間に満たなくても、撮影び終わることびあります。 SD 
スピードクラス6政上のカードを使用することをおすすめします。 

，スト□ボ調光節囲 


もっとも広角側（晒）にしたとき 

50 cm - 3.0 m 

もっとも望遠側 （な]) にしたとき 

1 .0 m - 2.0 m 
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をな仕様 


^撮影距離 


撮影モード 

フオーカスゾーン 

もっとも広角側（晒） 
にしたとさ 

もっとも望違側（な]) 
にしたとを 

Mi ) 

- 

1 cm - 〇〇 

1 m - 〇〇 

上記政外 

iA 

5 cm - 〇〇 

1 m - 〇〇 

化* 

1 - 50 cm 

- 

该ホ 

3 m - 〇〇 

3 m - 〇〇 


•剛 I 化, • W 加 I , 議;化 • 


撮該モード 

フオーカスゾーン 

もっとも広角側（晒） 
にしたとを 

もっとも望違側（な]) 
にしたとを 

Mi ) 

- 

3 cm - 〇〇 

1 .2 m - 〇〇 


iA 

5 cm - 〇〇 

1 .2 m - 〇〇 

上記政外 

化* 

3 - 60 cm 

- 


认ホ 

3 m - 〇〇 

3 m - 〇〇 


* 撮影モードによっては、選択でさません。 


，連続撮影の速さ 

撮影 モード 

速さ 


•腸化 , ifwa ■巧加 ■ 

ミを 

約 2.8 枚/秒 

•画。•咖 • 


約 2. 7枚/秒 

P 

約 0.8 枚/秒 


1シヤッタースピード 


の西)モードで自動設定される範囲 

1 - 1/2000秒 

すべての撮影モードをあわせた範囲 

15- 1/2000秒 



絞り 


•画" 

F 3.0/ F 9.0 ( W )、 F 5.9/ F 18( T ) 

■画化1 •画。■賜 ■ 面;" • 

F 2.8/ F 7.9 ( W )、 F 6.9/ F 20 ( T ) 
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圓まな仕様 


Wimimm WMIHTM •龍化,耐がル ■ 

，バッテリーパック NB -11 L 


形式 

U チウムイオン充電池 

公称電圧 

DC 3.6 V 

公称容量 

680 mAh 

充放電回数 

約300回 

使用温度 

0 - 40。じ 

大ささ 

34.6 X 40.2 X 5.2 mm 

質量 

約13 g 


•伽ル化,の丽 n •囲化,•獅 I — 

、バツテリーチヤージヤー CB -2 LD 


定格入力 

AC 100 V - 240 V (50/60 Hz ) 

定格出力 

DC 4.2 V 、 0.41 A 

充電時間 

約2時間 （ NB -11 L 充電時） 

充電表示 

充電中：オレンジ色点灯、充電完了：緑色点灯 （2 灯式） 

使用温度 

5-40。じ 

大ささ 

85.0 X 57.6 X 24.3 mm 

質量 

約 59 g 


記載データはすべて当社試験基準によります。 

製品の仕様および、外観の一部を予告なく変更することびあります。 

ま意 

指定外のバッテ U —を使ラと、爆発などの危険びあります。使用済みのバッテリー 
は、各自治体のルールにしたびって処分して<ださい。 
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主な仕様 


バッテリーパック NB -11 L 


鎮 

Li-ion 


V 


不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで最寄’ 
りの電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

詳細は、一般社団法人 JBRC のホームページをご参照ください。 

ホームぺージ： httP : //WWW.jbrc.COm 
プラス端テ、マイナス端テをテープ等で絶縁してください。 

被覆をはびさないで<ださい。 

分解しないでください。 , 


単3おニッケル水素電池 NB -3 AH 



Ni-MH 


不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで最寄^ 
りの電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

詳細は、一般社団法人 JBRC のホームページをご参照ください。 

ホームぺージ： httP : //WWW.jbrc.COm 
プラス端テ、マイナス端テをテープ等で絶縁してください。 

被覆をはびさないで<ださい。 

分解しないでください。 , 
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カメラを知る 

\カメラの基本操作や機能を知って使いこなず 
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r 電源の入れかた/切 0 かた 



瓶影モート 

♦電源ボタンを押すと電源び入り、撮影でさま 
す。 

♦電源ボタンををラー度押すと、電源び切れま 
す。 

再生モード 

♦囚ボタンを押すと電源び入り、撮影した画像 
を見ることびでさます。 

♦ 囚ボタンををラー度押すと、電源び切れます。 




撮影モードの状態で囚ボタンを巧すと、再生モードになります。 

再生モードの状態でシャッターボタンを半巧し （ P .47) すると、撮影モード 
になります。 

再生モードでは、約1分経過するとレンズび収納されます。レンズび収納され 
ているとさは、囚ボタンを巧すと電源び切れます。 


r 節電機能（才ートパワーオフ） 


バッテ IJ 一の消耗を防ぐため、カメラを操作しない状態で一定の時間びたつ 
と、自動的に画面を消したり、電源を切ったりする機能です。 

電池の消耗を防ぐため、カメラを操作しない状態で一定の時間びたつと、自 
動的に画面を消したり、電源を切つたりする機能です。 


■撮影モードでの節電機能 

約1分間カメラを操作しないと画面び消え、さらに約2分たつとレンズび収 
納されて電源び切れます。画面び消えた状態でをレンズび出ているとさは、 
シャッターボタンを半押し ( p .47) すると画面び表示され、撮影でさます。 

■再生モードでの節電機能 

約5分間カメラを操作しないと、電源び切れます。 


節電機能を切ることびでさます （ P .125)。 

画面び消えるまでの時間を変えられます （ P .125)。 
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シャツターボタンの巧しかた 


ピントび合った画像を撮るために、必ずシャッターボタンを浅く押す「半押 
し」をしてピントを合わせてから、性押し」して撮影します。 

なお、シャツターボタンの操作に関する記載は降伴押し」、性押し」と 
表記しています。 



1 半押し（浅く巧してピントを合わせる） 

•電子音び「ピピツ」と2回鳴り、ピントび合つ 
た位置に AF フレームび表示されるまで、浅く 
押します。 


2 全}甲し（そのまま深く巧して撮影する） 
►シャッター音び鳴り、撮影されます。 

♦シャッター音び鳴っている間は撮影中のた 
め、カメラを動かさないように注意してくだ 
さい。 


0 シャッターボタンを半押ししないで撮影すると、ピントび合わない 
画像になることびあります。 

シャッター音は撮影にかかる時間に応じて長さび変わります。その 
ため、撮影シーンによってはシャッター音び長くなり、シャッター 
音び鳴っている間にカメラを動かしたり、被写体び動いたりすると、 
ブレの原因になりますのでを意してください。 



47 
































撮影時の画面表示の切 0 換えかた 


画面表示は、▼を押して切り換えます。画面に表示される情報の詳細につい 
ては、 P . 158を参照してください。 

關-羅 


情報表示あり 


情報表示なし 




暗い場所では、自動的に画面び明るくなって構図確認しやすくなります（ナイ 
トビュー機能)。ただし、撮影される画像の明るさとは異なるほか、粗い感じ、 
またはややざこちない表示になることびあります（記録される画像に影響はあ 
りません)。 

再生時の画面表示については、 P .1 08を参照して<ださし、。 


ランプの表示 


カメラ背面のランプ （ P .4、 P .5) は、カメラの状態に連動して、点な/点 
滅状態び変わります。 


色 

状態 

操作状態 

緑 

点な 

パソコン接続時 （ P .34)、 ディスプレイオフ時 （ P .46) 

点滅 

起動中、カードへの記録/読み出し中、各種通信中、長秒 
時露光中 （ P .83) 


① 


ランプ（背面）び緑色に点滅しているとさは、次のことは絶対にし 
ないでください。画像、カメラ、カードび壊れることびあります。 

-電源を切る 
-振動や衝撃をちえる 


-カード/バッテ U —収納部のふたを開ける 

rntmim 

-カード/電池収納部のふたを開ける 
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FUNC (フアンク）の表巧と操作方ま 


撮影時によく使う機能は、 FUNC . で設定できます。 

なお、表示されるメニュー項目や項目は、選んでいる撮影モード （ P .164 〜 
165) によって変わります。 



1 FUNC . のメニュー項目を表示する 

• ©を押します。 


2 メニュー項目を選ぶ 

♦▲か▼を押してメニュー項目を選びます。 
►選んだメニュー項目の項目び、画面の下部に 
表示されます。 


3 項目を選ぶ 

♦ イか►を押して項目を選びます。 

♦ iej ) び表示される項目では、 MENU ボタンを 
押して設定することびでさます。 




4設定を終える 

• ©を押します。 

►手順1で © を押す前の画面に戻り、設定した 
項目び画面に表示されます。 




設定を誤って変えてしまったとさは、初期状態に戻せます （ P .127)。 
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の表示と操作方法 


カメラの各種機能をメニューで設定でさます。メニュー項目はタブで撮影 
[〇]や再生[囚]などの系統に分けられています。なお、表示される項目 
は、選んでいる撮影モードや再生モード ( P . 166〜1 70) によつて変わります。 



1 MENU を表示する 

♦ MENU ボタンを押します。 


2 タブを選ぶ 

♦ズームレバーを動かすかイか►を押して、タブ 
を選びます。 


3 項目を選ぶ 

♦ ▲か▼を押して項目を選びます。 

•内容び表示されていない項目では、 © か►を 

押して画面を切り換えたあと、さらに▲か ▼ 
を押して項目を選びます。 

• MENU ボタンを押すと切り替える前の画面に 
戻ります。 



4内容を選ぶ 

♦'イか►を押して内容を選びます。 

_設定を終える 

♦ MENU ボタンを押すと、手順1で MENU ボタン 
を押す前の画面に戻ります。 





設定を誤って変えてしまったとさは、初期状態に戻せます （ P .127)。 
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2 


AUTO モード 

かんたん操作で手軽に撮ったり、いろいろな機能を 
使ってもう少しこだわった画像を撮る 
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AUTO モードで撮る 


静止画 

r 静止画を撮る（こだわ0オート) _ 

カメラび被写体や撮影状況を判別するため、シーンに最適な設定でカメラま 
かせの全自動撮影びでさます。 





1 電源を入れる 

♦電源ボタンを押します。 

►起動画面び表示されます。 

dOE ) モードにする 

• 顯日び表示されるまで、▲を何度か押します。 
♦カメラを被写体に向けると、シーンを判別す 
るため動作音（カチカチ）びします。 
►被写体び検出されたとさは、フレームび表示 
されてピントを合わせます。 

WMM-M MMiim 

-画面のち上にカメラび判別したシーンと手ブ 
レ補正のアイコンび表示されます （ P .55、 

59)。 

隱 W ル■養咖誦 

► 画面のち上にカメラび判別したシーンのアイ 
コンび表示されます （ P .55)。 


励4^—%並 



3 撮りたいものの大きさをミ夫める 

♦ ズームレバーを [の 側に押すと撮りたいをの 
び大さくなり、陋側に押すとルさくなります 
(ズームの位置を示すズーム y く一び表示され 


ズームバー 


ます)。 



52 


























AUTO モードで撮る 



4ピントを合わせる 

♦シャッターボタンを半押しして、ピントび合 
うと電子音び「ピピッ」と2回鳴り、ピント 
び合った位置に AF フレームび表示されます。 
• 複数の AF フレームび表示されたとさは、表示 
されたすべての AF フレームにピントび合つ 
ています。 


AF フレーム 



5撮影する 

♦ シャッターボタンを全押しします。 
►シャッター音び鳴り、撮影されます（暗いと 
ころでは自動的にスト□ボび光ります)。 
►撮影した画像は、約2秒間表示されます。 
♦画像び表示されている状態でを、シャッター 
ボタンを押すと、次の撮影びでさます。 


0 電源を入れてカメラを操作しても音び鳴らないときは、▼を押した 
まま電源を入れたため音び鳴らな<なりました。音び鳴るよラにす 
るには、 MENU ボタンを押して、[け]タブの[消音]を選び、イか 
►を押して[しない]を選びます。 

[な] び点滅表示したとさは手ブレしやすいため、カメラび動かな 
いように兰脚などでカメラを固定してください。 

スト□ボび光ったのに暗い画像になるとさは、被写体までの距離び 
遠すざます。スト□ボ撮影でさる範囲については、「主な仕様」 
( P .38) を参照してください。 

シャッターボタンを半押ししたとさに、電子音び「ピッ」と1回鳴 
るとさは、撮りたいをのび近すざる可能性びあります。ピントび合 
う範囲（撮影範囲）は、「主な仕様」 ( p .38) を参照してください。 
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AUTO モードで撮る 


0 暗いところでシャツターボタンを半押しすると、ピント合わせのた 
めや人の目びホく写るのを緩和するため、ランプ（前面）び点なす 
ることびあります。 


撮影しようとしたときに[ち]び点滅表示したときは、スト□ボ充 
電中のため撮影でさません。充電び終わると撮影でさますので、 
シャッ ターボタンを全押ししたまま待つか、一度 シャッ ターボタン 
を離してをラー度押してください。 

rntmim 

撮影しよラとしたとさに画面び消えるとさは、スト□ボ充電中のた 
め撮影でさません。充電び終わると撮影でさますので、シャッター 
ボタンを全押ししたまま待つか、一度シャッターボタンを離してを 
ラー度押してください。 
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AUTO モードで撮る 


■ シーンのアイコン 

征西)モードでは、カメラび判別したシーンを示すアイコンび表示され、ピ 
ント合わせや被写体の明るさ、色あいび最適になるよラ自動設定されます。 



被写体 


人 


人 1 U がの被写体 

背景色 

背景\ 


動いてい 
るとを 

顔の一部が 
暗いとを 


動いてい 
るとを 

近いとき 

明るい 


巧 

巧 

' H 

巧 

巧 

灰色 


逆光 

因 

垣 

- 

ib 

居 

化 

青空を含む 

巧 

巧 

n 

国 

巧 

巧 

水色 


逆光 

匹 


- 


齒 


夕景 

- 

巧 

- 

オレンジ色 

スポット 

ライト 

因 




暗し 

、 

巧 

n 

i 

1 

巧 

組色 


兰脚 
使用時 

巧* 

- 

田* 

- 



* 撮影シーンび暗いとさに、兰脚などでカメラを固定すると表示されます。 


0 撮影シーンによっては、実際のシーンと異なるシーンのアイコンび 
表示されたり、思いどおりの効果、色あい、明るさで撮影でさない 
ことびあります。そのとさは、 P モード ( p.85) で撮影することを 
おすすめします。 
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AUTO モードで撮る 


■ 画面に表示される枠 

カメラを被写体に向けて被写体を検出すると、画面上にいろいろな枠び表示 
されます。 

カメラを被写体に向けると主被写体として検出された顔やをのには白の 
枠、その他の顔には灰色の枠び表示されて、一定の範囲で追尾しピントを 
合わせ続けます。 

ただし、被写体び動いていると判別したとさは、灰色の枠び消えて、白の 
枠だけになります。 

シャッターボタンを半押しした状態で被写体び動いていると判別したと 
さは、青色の枠び表示されて、ピントと明るさを合わせ続けます（サーボ 
AF )。 


0 撮影シーンや被写体によっては、「枠び表示されない」、「撮りたい被 
写体に枠び表示されない」、「背景などに枠び表示される」ことびあ 
ります。そのとさは、 P モード ( p .85) で撮影することをおすすめ 
します。 
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AUTO モードで撮る 


f 動画を撮る 


動画 



動画ボタンを押すだけで、カメラまかせの動画撮影びでさます。 


1 撮影の準備をする 

• p .52 の手順1〜3の操作で、電源を入れて 
の西)モードにし、撮りたいをのの大ささをミ夫 
めます。 







之撮影をはじめる 

♦動画ボタンを押すと、電子音び「ピッ」と1 
回鳴って撮影びはじまり、[•録画]と撮影時 
間び表示されます。 



撮影時間 


►画面上下に黒い帯び表示されます。この部分 
は撮影でさません。 

♦ 撮影び始まったら動画ボタンから指を離しま 
す。 


3 撮りたいものの大きさを変えたり、 
構図を変える 

• 撮りたいをのの大ささを変えるとさは、 
P .52 の手順3と同じ操作で変えます。 


ただし、倍率び青く表示されて画像び粗くな 
り、操作音は録音されます。 


♦撮影中に構図を変えると、ピント位置はその 
ままで、明るさや色あいは自動的に調整され 
よ9 〇 
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I AUTO モー ドで撮る 



4撮影を終える 

♦をラー度動画ボタンを押すと、電子音び「ピ 
ピッ」と2回鳴り、撮影び終わります。 
♦カード容量びいっぱいになると、自動的に撮 
影び終わります。 


0 長時間の動画撮影を繰り返し行うと、カメラの温度び高くなること 
びありますび故障ではありません。 



動画撮影中に動画ボタン ■ UU 外を操作すると、操作音び録音されるの 
で、注意してください。 

動画撮影中に明るさび大さく変わったとさは、画面や撮影される動 
画び明るくなりすざたり暗くなったりすることびあります。そのと 
さは、撮影を一度止めてから、をラー度撮影してください。 


錢 音声はモノラルで録音されます。 
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AUTO モードで撮る 


r ■手ブレ拍 i 正アイコン 


動画 


撮影状況に最適な手ブレ補正に自動設定（マルチシーン IS ) されます。ま 
た、の©モードでは似下のアイコンび表示されます。 


((•)) 

静止画を撮影するとさの手ブレ 
を補正 

m 

動画を撮影するとさの手ブレを 
補正し、歩さなびら撮影すると 
さなどの大さな手ブレわ補正 
(ダイナミック IS ) 

((み） 

静止画を流し撮りで撮るとさの 
ブレを補正* 

m 

動画を望遠にして撮影するとさ 
などの、ゆっくりとした手ブレ 
を補正（パワード IS ) 

((ぶ)） 

静止画をマク□撮影するとさの 
手ブレを補正（八イブ1」ッド IS ) 

((只)） 

兰脚などでカメラを固定したと 
さは、手ブレネ甫正び不要なため 

L 停止 


* 動く被写体をカメラで追いなびら撮影（流し撮り）するとさに表示されます。左ち方 
向に動<被写体を追ラと、上下ち向の手ブレだけび補正されて、左ち方向のネ甫正は停 
止します。また、上下方向に動<被写体を追ラと、左ち方向の手ブレだけび補正され 
ます。 
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よ < 巧う機能や便利な機能を巧う 


f 被写化ををつと拡大する（デジタルズーム） 


動画 


光学ズームで被写体び大きく撮れないときは、デジタルズームを使って次の 
倍率まで拡大でさます。 

EH3 最大約32倍_ 

• WfililM ，けィル化 ■ — Wil — 碰 I . UiM 罵十約 フ。倍 


並 



<ズームレバーを [#] 側に押す 

• ズームでさるところまでレバーを押したまま 
にします。 

►画像び粗くならない最大の倍率になるとズー 
ムび止まり、レバーから指を離すとズーム倍 
率び表示されます。 



倍率 


2 もう一度並側に押す 

► デジタルズームで被写体びさらに拡大されま 
す。 


0 設定した記録画素数 （P.66) とデジタルズームの倍率によっては、 
ズーム倍率び青色で表示されて画像び粗くなります。 


光学ズームとデジタルズームをあわせた焦点距離は政下のとおりです 
(35 mm フイルム換算)。 

•【卿化 ■ 

28-896 mm (光学ズーム時は28 - 224 mm ) 

•画 M •画。•欄 ■ •咖 • 

28 - 560 mm (光学ズーム時は28 -140 mm ) 
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よ < 使ラ機能や便利な機能を使ラ 


P セルフタイマーを使う 


静止画 



集合写真などで撮影する人も一緒に写るときは、シャッターボタンを押して 
から約10秒後に撮影されるセルフタイマーを使って撮影します。 



1 設定する 

♦ ©を押して、メニュー項目の[(疏 ] を選ん 
だあと、項目の的、 0] を選びます （P.49)。 
►設定されると的ろ]び表示されます。 


2 撮影する 

♦静止画を撮影するとさは、シャッターボタン 
を半押しして被写体にピントを合わせ、 
シャッターボタンを全押しします。 

♦動画を撮影するとさは、動画ボタンを押しま 



す。 



►タイマーびはじまるとランプ（前面）び点滅 
して、電子音び鳴ります。 

►撮影の2秒前になると、ランプ（前面）の点 
滅（スト□ボ発光時は点な）と電子音び速く 
なります。 


• タイマーびはじまったあとに撮影を中止する 
とさは、 MENU ボタンを押します。 

♦戻すときは、手順1の操作で[麻]を選びます。 
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I よく使ラ機能や便利な機能を使ラ 

■ セルフタイマーを使って手ブレを防ぐ 

シャッターボタンを押してから約2秒後に撮影するため、シャッターボタン 
を押すとさのカメラのブレを防ぐことびでさます。 


設定する 

♦ P .61 の手順1の操作で[ピリを選びます。 
►設定されると [ G ] び表示されます。 

• P .61 の手順2の操作で撮影します。 


■ セルフタイマーの時間と撮影枚数を変える 

撮影されるまでのタイマー時間 （0-30 秒）と、撮影枚数 （1-10 枚）を 
設定でさます。 


f [の] を選ぶ 

• P .61 の手順1の操作で松]を選び、 MENU 
ボタンを押します。 

夕設定する 

• ▲か▼を押して[時間]または[枚数]を選 
びます。 

♦イか►を押して数値を選び、 © を押します。 
►設定されるとにミ]び表示されます。 

• p .61 の手順2の操作で撮影します。 


0 動画ボタンを押して撮影したとさは、設定した[時間]で撮影びは 
じまりますび、[枚数]は反映されません。 


撮影枚数を2枚政上にしたとさは、明るさや色あいは1枚目の撮影で固定され 
ます。また、スト□ボび光るとさや撮影枚数びをいとさは撮影間隔び長くなっ 
たり、カード容量びいっぱいになると自動的に撮影び終わります。 

タイマー時間を2秒政上にしたとさは、撮影の2秒前にランプの点滅（スト □ 
ボ発光時は点灯）と電子音び速<なります。 
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よ < 使ラ機能や便利な機能を使ラ 


画面をタッチして撮る（タッチシャツター） 


画面をタッチするだけで被写体にピントと明るさを合わせ、かんたんに撮影 
することびでさます。 



1 タッチシャッター機能を使えるよう 
にする 

• [0 巧] をタッチして [な] にします。 




J ピントを合わせたい被写体を選ぶ 

• 画面上の被写体を指で触れたままにします。 
♦被写体にピントび合ラと電子音び「ピピッ」 
と2回鳴ります。 

青色の AF フレームび表示され、ピントと明る 
さを合わせ続けます（サーボ AF )。 


3 撮影する 

♦画面から指を離すとシャッター音び鳴り、撮 
影されます。 


♦タッチシャッターを使わないようにするとさ 
は、 [な] をタッチして [0 可] にします。 


タッチシャッター機能は、シャッターボタンを巧したときと同じように動作し 
ます。 

タッチシャッターの設定は、 MENU ボタンを巧すと表示されるメニュー画面 
で、[〇]タブの[タッチシャッター]を選んで設定することわでさます。 
撮影した画像び表示されている状態でわ、 [ご] をタッチすると、次の撮影び 
でさます。 
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よく使ラ機能や便利な機能を使ラ 


静止画 

■ピントを合わせたい被写体を選ぶ（タッチ AF ) 

タッチシャッター機能び [0 巧] のとさに、画面上の被写体にタッチして 
[II] を表示したあと、シャッターボタンを半押しすると、青色の AF フレー 
ムび表示され、 ピントと明るさを合わせ続けます（サーボ AF )。 シャッター 
ボタンを全押しして撮影します。 

静止画 

r スト□ボを化5せない _ 

スト□ボを光らせないで撮影することびでさます。 


設定する 

• ►を押すと傑)]び表示されてスト□ボび光ら 
なくなります。もう一度►を押すと [> A ] び 
表示されて、暗いシーンでは、スト□ボび自 
動的に光ります。 



0 手ブレしやすい暗い場所でシャッターボタンを半押しすると、画面 
にし鸟]び点滅表示されることびあります。そのとさはカメラび動 
かないよう兰脚などで固定してください。 
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よ < 使ラ機能や便利な機能を使ラ 


静止画 I 

P 曰時を入れる _ 

画像のち下に撮影曰時を記録でさます。ただし、記録された撮影曰時は画像 
から消せません。あらかじめ曰付/時刻び正しく設定されていることを確認 
してください （ P .21)。 



1 設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[日付 
写し込み]を選び、目的の項目を選びます 
( p .50 )o 

►設定されると[曰付]び表示されます。 



. 撮影する 

►撮影した画像のち下に、撮影曰または撮影曰 
時び記録されます。 

♦ 戻すとさは、手順1の操作で[切]を選びます。 



撮影曰を入れずに撮った画像でわ、次の方法で撮影曰を入れて印刷でさます。 
ただし、撮影曰を入れて撮った画像に、撮影曰を入れる指定をすると、重複し 
て印刷されることびあります。 

-印刷指定 （ DPOF ) 機能を使って印刷する （ P .144) 

付属のソフトウエアを使って印刷する 
「ImageBrowser EX ガイド」 ( p .30) を参照してください。 

プ U ンターの機能を使って印刷する （ P .138) 
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自分巧みの画像を撮るための機能を巧 5 


静止画 

, 記録画素数（画像の大きさ）を変える _ 

画像の記録画素数を5種類から選べます。それぞれの記録画素数で1枚の 
カードに撮影できる枚数については「主な仕様」 （ P .38) を参照してくださ 
い。 


設定する 

♦ © を押して、メニュー項目の [L] を選び、 
目的の項目を選びます （ P .49)。 

►設定した項目び表示されます。 

♦ 戻すときは、上記の操作で [L ] を選びます。 


■ 用紙の大きさで選ぶときの目安 

ク [S] は、電子メールで画像を送るとさな 
どに適しています。 

♦[四]は、 HD (八イビジョン）対応テレ 
ビなどの縦横比び16:9のワイド画面へ表 
示するとさなどに適しています。 


A 2 相当 

L 

A 3 〜 A 5 相当 

M1 


2 L 判 M2 

はびさ 

L 判相当 







[四]では、デジタルズーム （ P .60) は使えません。 
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自分好みの画像を撮るための機能を使ラ 


静止画 I 

f ホ目自動補正 


スト□ボ撮影時に目びホく写る現象を、自動補正して撮影でさます。 



設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[赤目 
自動補正]を選び、[入]を選びます （ P .50) 
►設定されると[巧)]び表示されます。 

♦戻すとさは、上記の操作で[切]を選びます。 



① 


化粧などで目の周りびホいとさは、目似外を補正することびありま 
す。 




撮影した画像を補正することちでさます （ P .118)。 
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I 自分巧みの画像を撮るための機能を使う 

動画 

f 動画の画質を変える _ 

2種類の画質から選べます。それぞれの画質で1枚のカードに撮影でさる時 
間については「主な仕様」 （ P .38) を参照してください。 

設定する 

• ©を押して、メニュー項目の [ H ] を選ん 
だあと、目的の項目を選びます （ P .49)。 
►設定した項目び表示されます。 

♦戻すときは、上記の操作で [ B ] を選びます。 


画質 

記録画素数 

フレーム 数 

内容 

1 

1280 X 720画素 

25フレーム/秒 

HD (八イビジョン）画質で撮影でさ 
ます。 

丽 

640 X 480画素 

30フレーム/秒 

SD (スタンダード）画質で撮影でさ 
ます。 


[顾]では、画面の上下に黒帯び表示されます。この部分は撮影できません。 
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r 撮影の手助けとなる機能を巧 5 


静止画 

r 目をつむった人を確認する _ 

撮影時に目をっむった可能性のある人を検出したとさは、[図]を表示して 
お知らせします。 



on 

ランフ臨 A 

赤目自»補正 切 

脈の跑 <2巧 


に 

日け写しをみ < 切 



イ設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[目つ 
むり検出]を選び、[入]を選びます ( p .50 )o 

ご撮影する 

►目をつむった人を検出したときは、枠と[回] 
び表示されます。 

• 戻すとさは、手順1の操作で[切]を選びます。 



成[の]で撮影枚数を2枚似上に設定したとさは、最後に撮影した画像でのみ動 
作します。 
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自分巧みに機能を変える 


MENU の[〇]タブで、カメラの撮影機能を好みの設定に変えることびで 
さます。 

なお、メニュー機能の操作方法は 、 「MENU (メニュー）の表示と操作方法」 
( p .50) を参照してください。 

静止画 動画 

r ランプを切る _ 

暗いところでの撮影では、シャッターボタンを半押ししたとさや動画ボタン 
を押したとさに、ピントを合わせるためにランプ（前面）び点なします。ま 
た、暗いところでのスト□ボ撮影では、人の目びホく撮影されることを緩和 
するため、ランプ（前面）び点なします。このランプを点なしないよラにす 
ることびでさます。 



設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[ラン 
プ設定]を選び、[切]を選びます （ P .50)。 
♦戻すとさは、上記の操作で[入]を選びます。 


/ 静止画 

T 撮露 直をの画像表お時間を変える _ 

撮影直後に画像び表示される時間を変えられます。 



設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[撮影の 
確認]を選び、目的の項目を選びます ( p .50 )o 
♦ 戻すときは、上記の操作で [2 秒]を選びます。 


2〜10秒 

設定した時間だけ画像を表示します。 

ホールド 

シャッターボタンを半押しするまで画 
像を表示します。 

切 

画像は表示されません。 
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3 


いろいろな撮影モード 

4いろいろなシーンをより効果的に撮ったり、ユニーク 
f な効果や特殊な機能で演出された画像を撮る 
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いろいろなシーンで撮る 


撮影シーンにあったモードを選ぶと、最適な撮影びでさるよラにカメラび自 
動的に設定を行います。 



1 撮影モードを選ぶ 

♦ [ LIVE ] び表示されるまで、 ▲ を何度か押し 
ます。 

♦ © を押して、メニュー項目の [ LIVE ] を選ん 
だあと、目的の項目を選びます （ P .49)。 


^撮影する 


mmimm 

■タッチパネルを使う 


"4 P 

LIVE 。 

プ□クラ AAE 

- 

4 

〕ント □- ル. 

み 

な 

ポ-トレ-卜 

i かレフタパ- 


• ▲を押して [ LIVE ] にしたあと、画面ち上の 
[ LIVE ] をタッチします。 

• イか ► をタッチしたり、画面を左ち方向に素 
早くドラッグすると、別の撮影モードび表示 
されます。 

♦撮りたいモードをタッチすると、選んだ撮影 
モードの説明び表示されるので、 [0 K ] をタツ 
チしてミ夫定します。 


♦ [こ)]をタッチすると撮影モードを選ぶ画面に 
戻ります。 



静止画 動画 

み人を撮る（ポートレート） 

♦ 人をやわらかい感じで撮影でさます。 
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いろいろなシーンで撮る 



静止画 I 

ぶ暗い場所で撮る（□ーライト） 

♦ 暗い場所でを手ブレや被写体ブレをおさえて 
撮影でさます。 


静止画 動画 


み雪景色で撮る（スノ ー） 

♦雪景色を背景に、人を明るく自然な色あいで 
撮影でさます。 



静止画 動画 

讓花义を撮る（巧上げ花义） 

• 巧上げ花火を色鮮やかに撮影でさます。 


静止画 動画 

因マナーモードで撮る 

♦スト□ボやランプ（前面）び光らず、消音の 
状態で撮影でさます。スト□ボの光やカメラ 
を操作したとさに鳴る音び制限される場所で 
カメラをお使いになるとさにおすすめしま 
す。 


の 


隨討モードでは手ブレを防ぐため、兰脚などでカメラび動かない 
よラに甲]定し r ください。 

iwiia ■ 画 M • 画。 

兰脚などでカメラを固定するとさは、[手ブレ補正]を[切]にして 
撮影することをおすすめしますみ. 1 〇3)。 

ク^ [を]モードでは、記録画素数は [M ] (2304 X 1728画素）に固定されます。 
M 因モードに設定すると、再生モードにしてわ消音の状態のままです。操作音 
は鳴らず、動画の再生時にち音声は再生されません。 
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I いろいろなシーンで撮る 

静止画 動画 

9かんたんに明るさやをあいを変えて撮る 

(ライブビユーコント□—ル) _ 

明るさ、あざやかさ、色あいをかんたんな操作で自分好みに設定して撮影で 
さます。 


1 LIVE モードにする 

♦ P .72 の手順で [ LIVE ] を選びます。 

2設定する 



• ▼を押して設定画面を表示したあと、▲か ▼ 
を押して項目を選び、画面を見なびらイか ► 
を押して値を設定します。 

• © を押します。 


♦[国]をタッチして設定画面を表示します。 
項目をタッチして選び、画面を見なびら項目 
をタッチして値を設定し、 [こ)] をタッチしま 
す。 

3 撮影する 


明るさ 

画像の明るさを調整でさます。ち側にい<ほど明るくなり、左側にし、 

くほど暗くなります。 

おざやかさ 

画像の色調を変更でさます。ち側にい<ほどあざやかな画像に、左側 
にいくほどすつさりとした画像になります。 

色あい 

画像の色あいを調整でさます。ち側にい<ほどホみの強い暖色系の画 
像になり、左側にい<ほど青みの強い寒色系の画像になります。 
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いろいろなシーンで撮る 


•ホ柳 _静止画 _I 

r ブレをおさえて撮る（デジタルに) _ 

手ブレや被写体ブレをおさえて撮影でさます。また、人びいないシーンで 
は、連続撮影した画像を合成することにより、手ブレやノイズを軽減します。 


ィ （( と)）モードにする 

♦ P .72 の手順1の操作で [((と))] を選びます。 

こ-撮影する 

• シャッターボタンを半押ししたとさに、人びい 
ないシーンでは画面の左に[国]]び表示され 
ます。 

•[国] び表示されているときに全押しすると、 
連続撮影されて画像び合成されます。 
♦表示されていないとさに全押しすると、1枚撮 
影になります。 


0 [图]び表示されたとさは、連続撮影するため、撮影中はカメラを 

しっかり構え続けてください。 

シーンによっては、思いどおりの効果び得られないことびあります。 
[图]び表示されたとさは、暗いところでをスト□ボは光りません。 
人びいるシーンでを、スト□ボを [®] にしているときは連続撮影 
されます。 


兰脚を使って撮影するとさは、の西）モードで撮影することをおすすめします 

物 ( P .51)。 


兴 A 
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効果をつけて撮る 


いろいろな効果をつけて撮影することびでさます。 


1 撮影モードを選ぶ 

♦ P .72 の手順1の操作で撮影モードを選びま 
す。 

2 撮影する 


0 [(2] [ ff ] [过][应][回]モードでは、シーンによつては思 
いどおりの効果び得られないことびあるので、事前に試し撮りをす 
ることをおすすめします。 



静止画 動画 

3鮮烈な色で撮る（極彩色） 

♦色の濃さを強調して、高彩度の鮮烈な色で撮 
影でさます。 


静止画 動画 

W イラスト風の効果をつけて撮る 
(オールドポスター） 

♦ ちいポスターのようなイラスト風の効果をつ 
けて撮影でさます。 
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効果をつけて撮る 


静止画 I 

P 魚おレンズのような効果をつけて撮る（魚お風） 


魚眼レンズで撮ったよラなデフオルメ効果をつけて撮影します。 


1 [ a ] を選ぶ 

♦ P .72 の手順1の操作で[如]を選びます。 





2 効果を選ぶ 

♦ ▼を押したあと、イか►を押して効果のレべ 
ルを選び©ボタンを押します。 


■画化 1 



ろ J 目]をタッチしたあと、イか►をタッチして 
効果のレベルを選び、[ご]をタッチします。 
► 設定した効果で画面び表示されます。 


3 撮影する 
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効果をつけて撮る 


静止画 動画 

P ミニチュア模型のように撮る（ジオラマ風) _ 

指定した範囲の上下をぼかして撮ることで、ミニチュア模型のよラな効果を 
つけて撮影します。 

また、「再生時の速さ」を選んで動画を撮影すると、再生時には風景の中の 
人やをのび早送りで動くので、ミニチュア模型のよラに見えます。なお、音 
声は録音されません。 


1 [扇]を選ぶ 

♦ P .72 の手順1の操作で[扇]を選びます。 
►画面に白い枠（ぼかさない範囲）び表示され 
ます。 


2 ピントの合う節囲と位置を指定する 


■ •画/ 




♦ ▼を押します。 

• ズームレバーを動かして枠の大ささを変えた 
り、▲か▼を巧して枠の位置を変えます。 

• ©を押すと撮影画面に戻ります。 


» A 

I - 

11， 

ビントびさう關じ位 お 

两 

棘します 


怖抑1 巧 10 X 

〇 巧 P 5 I う 


•画/! 

画 L 觀现 if 勤 A 


♦ピント位置を変えるとさは、画面をタッチす 
るか、白い枠を上下方向にドラッグします。 
♦ピントの範囲を変えるときは、[哥]をタッ 
チして、 l ；"^] [可] [ HE ] のいずれかをタッ 
チして選び、[こ)]をタッチします。 








効果をつけて撮る 


3 動画を撮るときは再生時の速さを選ぶ 

• 手順 2 の画面で MENU ボタンを押したあと、イ 
か►を押して倍速（速さ）を選びます。 

♦ ©を押すと撮影画面に戻ります。 


■ 

♦[10 X ] をタッチして、 [5 x ] [10 x ] [20 x ] の 
いずれかをタッチして倍速（速さ）を選び、 

[こ)]をタッチします。 

4撮影する 


■倍速と再生時間の目安（動画を1分間撮影したとき) 


倍速 

再生時間 

5 X 

約 12 秒 

10 X 

約 6 秒 

20 X 

約 3 秒 


0動画の撮影中は、ズームでさません。撮影前に倍率を変えてくださ 
* い。 


カメラを縦位置で構えると、枠の向さび変わります。 

動画の画質は、静止画の記録画素数で [L] を還んだときは[厕]に、 [ 四 ] 
を選んだときは[厕]に固定されます （P.66)。 


手順2の画面でイか ► を巧すと枠び縦になり、イか►を巧して位置を変えられ 
ます。▲か▼を巧すと枠び横に戻ります。 

■画 M 

手順2の画面で[!;。]をタッチすると枠び縦になり、画面をタッチして位置 
を変えられます。わう一度 [i:。] をタッチすると枠び横に戻ります。 
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I 効果をコけて撮る 


静止画 

P トイカメラのような効まをつけて撮る（トイカメラ風） 

画像の四隅を暗くぼかして、全体の色調を変えることで、トイカメラで撮影 
したよラな効果をつけて撮影でさます。 


d [回]を選ぶ 

♦ P .72 の手順1の操作で[回]を選びます。 

2 色調を選ぶ 



IEBOKHP 


♦ ▼を押したあと、イか►を押して色調を選び 
©ボタンを押します。 


•win 



[国]をタッチしたあと、イか►をタッチして 
色調を選び、[己]をタッチします。 


► 設定した色調で画面び表示されます。 

3 撮影する 


標準 

トイカメラ風の画像になります。 

暖色 

[標準]より暖色系のトイカメラ風画像になります。 

寒色 

廳準]より寒色系のトイカメラ風画像になります。 
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効果をつけて撮る 


静止画 動画 

f 単色で撮る（モノクロ) _ 

画像を白黒、セピア調、青白にして撮影でさます。 



1 [ a ] を選ぶ 

♦ P .72 の手順1の操作で [3] を選びます。 


2色調を選ぶ 



♦ ▼を押したあと、イか►を押して色調を選び 
©ボタンを押します。 





[目]をタッチしたあと、イか►をタッチして 
色調を選び、[こ)]をタッチします。 



► 設定した色調で画面び表示されます。 

3 撮影する 


白黒 

白黒で撮影でさます。 

セピア 

セピア調で撮影でさます。 

青 

青白で撮影でさます。 
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静止画 


r 特殊なモードでいろいろな画像を撮る 


, 人が増えた5撮る（顔セルフタイマー) _ 

シャッターボタンを押した人び構図に入って顔び検出 （ P .93) されると、約 
2秒後に撮影されます。集合写真などで撮影する人を一緒に写りたいとさに 
おすすめです。 


t [む]を選ぶ 

♦ P .72 の手順1の操作で[む]を選びます。 


2 構図を決めてシャッターボタンを半 
押しする 


♦ピントび合った顔には緑色、それ外の顔に 
は白の枠び表示されていることを確認しま 
す。 



シャッターボタンを全押しする 

►撮影準備に入り[顔び増えたら撮影します] 
び表示されます。 

►ランプ（前面）び点滅し、電子音び鳴ります。 



4一緒に写る人び構図に入り顔をカメ 
ラに向ける 

►新しい顔び検出されると、ランプの点滅（ス 
卜□ボ発光時は点な）と電子音び速くなり、 
約2秒後に撮影されます。 

• タイマーびはじまったあとに撮影を中止する 
とさは、 MENU ボタンを押します。 


ぶ> 一緒に写る人び構図に入ってち顔を検出でさないとさは、約15秒後に撮影さ 
^ れます。_ 

WMilUM •囲化,•龍— 

▼を巧したあと、イか►を巧して枚数を還び、©を巧すと撮影枚数を変える 
ことびできます。なお、[目つむり検出] ( P .69) は、最後に撮影した画像で 
のみ動作します。 
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特殊なモードでいろいろな画像を撮る 


[固]をタッチしたあと、イか►をタッチして枚数を還び、[台]をタッチす 
ると撮影枚数を変えることびできます。なお、[目つむり検出] ( P .69) は、最 
後に撮影した画像でのみ動作します。 

タイマーびはじまったあとに画面をタッチして撮影を中止することわでさま 
す。 

f 長秒時露光で撮る（長秒時撮影) _ 

シャッタースピードを1〜15秒の範囲に設定して、長秒時露光撮影びでき g 
ます。なお、手ブレを防ぐため、兰脚などでカメラを固定して撮影します 。I 

イ[ろ]を選ぶ 

♦ P .72 の手順1の操作で[ろ]を選びます。 

2 シャッタースピードを選ぶ 

♦ ©を押して、メニュー項目の [1"] を選んだ 
あと、シャッタースピードを選びます （ P .49)。 

3露出を確認する 

♦シャッターボタンを半押しすると、選んだ 
シャッタースピードの露出で画面び表示され 
ます。 

4撮影する 


0 手順3でシャッターボタンを半押ししたとさの画面の明るさは、撮 
影される画像と異なることびあります。 

シャッタースピードび1 .3 秒似上のとさは、撮影後にノイズ低減処 
理を行ラため、次の撮影までにしばらく時間びかかります。 


兰脚などでカメラを固定するとさは、[手ブレ補正]を[切]にして 
撮影することをおすすめします （ p . 1 03)。 


於 スト□ボび発光すると、白トビした画像になることびあります。そのとさは、 
物 スト□ボを[を)]にして撮影します。 
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I iFrame 動画で撮る 


•咖1化, 

■タッチしてシャッタースピードを設定する 

♦ [1"] をタッチしたあと、イか►をタッチして 
シャッタースピードを選び、[己]をタッチし 
ます。 


動画 


r iFrame 動画で撮る 


iFrame に対応したソフトウェアや機器での編集に適した動画び撮影でさま 
す。なお、付属のソフトウェアを使ラと、 iFrame 動画の編集や保存などを 
高速に行ラことびでさます。 


[ i -] を選ぶ 

P .72 の手順1の操作で[置]を選び、撮影し 
ます。 

画面上下に黒い帯び表示されます。この部分 
は撮影でさません。 

-撮影する 

♦動画ボタンを押します。 

成 記録画素数は[厕] (P.68) に固定されます。 

iFrame とは、 Apple 社び提唱する動画タイプです。 
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4 


P モード 

撮影スタイルにあわせた、 

ワンランク上の画像を撮る 

• P モードになっていることを前提に説明しています （ P .86)。 

• ドは、 Proaram AE (プ□グラムエーイ ー） の略、 AE は、 Auto Exposure 
(オートエクスポージャー）の略で自動露出のことです。 

• この章で説明する機能を P モード似外で使うとさは、それぞれの機能びど 
のモードで使えるか確認してください （ P . 1 62〜 1 69) 。 


85 


静止画 動画 


プログラム AE で撮る （ P モード) 


いろいろな機能を自分好みに設定して撮影でさます。 


1 P モードにする 

♦ P .72 の手順1の操作で [P] を選びます。 

目的に応じて各機能を設定 （ P .86 〜 
104) し、撮影する 


シャッターボタンを半巧ししたとさに適正露出び得られないと、シャッタース 
ピードと絞り数値びオレンジ色で表示されます。次の設定で、適正露出び得ら 
れることびあります。 

スト□ボを発光させる （ P .99) 

ISO 感度を高くする （ P .88) 

P モードでわ、動画ボタンを巧すと動画び撮影でさます。ただし、 FUNC . や 
MENU の一部び動画撮影の設定にあわせて自動的に変わることびあります。 

P モードでの撮影範囲は、「主な仕様」 （ P .38) を参照してください。 


[ 明るを（露出）に関する機能を使5 


/静止画 

動画 

P 明るさを変える（露出補正） 


カメラびミ夫めた標準的な露出を1/3段ず つ、 ±2段の範囲で補正でさます。 




• ©を押して、メニュー項目の[±0]を選んだ 
あと、イか►を押して画面の表示を見なびら 
明るさを補正します。 

♦動画では、露出補正バーび表示された状態で 
撮影します。 

♦ 静止画では、 © を押して設定した補正量び表 
示された状態で撮影します。 


静止画では、露出補正ノ（一び表示された状態でわ撮影でさます。 

動画撮影中は [ AEL ] び表示され、露出は固定されます。 

•画/! 

[±〇]をタッチしたあと、イか►をタッチして明るさを補正することちでさま 
す。 
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明るさ（露出）に関する機能を使う 


静止画 動画 

P 明るさ（露出）を固定する （ AE □ック） 



露出を固定して撮影したり、ピントと露出を個別に設定して撮影することを 
でさます。 


險]にする （ P .99) 



2露出を固定する 

♦露出を固定したい被写体にカメラを向け、 
シャッターボタンを半押ししたまま、►を押 
します。 

► [AEL] び表示され、露出び固定されます。 

• シャッターボタンから指を離してをう一度 ► 
を押すと、 [AEL] び消えて解除されます。 



3構図をミ夫めて撮影する 


■画 M 

^ タッチシャッター機能 （ P .63) と一緒には使えません。 




AE は 、 Auto Exposure けートェクスポージヤ ー） の略です。 


•园化 ■ 

■タッチパネルを使う 



♦シャッターボタンを半押ししたまま、画面下 
部（左の画面の枠内）をタッチすることでを、 
露出を固定でさます。 

♦シャッターボタンから指を離してをラー度画 
面をタッチすると、 [AEL] び消えて解除され 
よ9 〇 
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I 明るさ（露出）に関する機能を使う 

静止画 

f 測光方式ををえる _ 

撮影シーンにあわせて、測光方式（明るさを測る特性）を変えられます。 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[測光 
方式]を選び、目的の項目を選びます ( p .50 )o 
►設定した項目び表示されます。 


固 評価 

r - i 中央部重点 

し」 平均 

逆光撮影を含む一般的な撮影に適しています。撮影シーンに応 
じて、被写体び常に適正露出になるよラに自動補正します。 

画面中央部に重点をおいて、画面全体を平均的に測光します。 

[•〕スポット 

画面中央に表示される [[]] (スポット測光枠）の範囲のみを 
測光します。 


静止画 

P 60感度を変える _ 

• © を押して、メニユー項目の[驟]を選び、 
目的の項目を選びます （ P .49)。 

►設定した項目び表示されます。 


ED 

HUT 0 

撮影モードと撮影シーンに応じて自動設定 

回励 

100 200 

低い 

晴天の屋外 

励 ED 

400 800 


曇り空、夕方 

[03 

1600 

局し、 

夜景、暗い室内 
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明るさ（露出）に関する機能を使う 


[願]では、シャッターボタンを半押しすると自動設定された ISO 感度び画面 
に表示されます。 

ISO 感度を低くすると粗さび目立たない画像になりますび、撮影シーンによつ 
ては被写体ブレや手ブレびおさやすくなることびあります。 

ISO 感度を高くするとシャッタースピードび速くなるため、被写体ブレや手ブ 
レび軽減されたり、スト□ボの光び遠<の被写体まで届<よラになりますび、 
画像び粗 < なります。 


静止画 

P 明るさを補正して撮るり-コントラスト） 


人の顔や背景など、一部び明るすざたり暗すざたりするとさは、その部分を 
検出し、適切な明るさに自動補正して撮影することびでさます。また、画面 
全体で明暗差びルさいとさは、くっさりした印象となるように自動補正して 
撮影することびでさます。 




♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの [ i - コン 
トラスト]を選び、項目の[自動]を選びま 
す （ P .50)。 

►設定されると [Ci] び表示されます。 


0 撮影シーンによっては画像び粗くなったり、正しく補正されないこ 
とびあります。 




撮影した画像を補正することわでさます （ P .117)。 


89 












r ちや連続撮影に関する機能を巧う 


静止画 動画 

r をあいを調整する（ホワイトバランス) _ 

ホワイトバランス （ VVB ) は、撮影シーンにあわせて自然な色あいにする機 
能です。 

• © を押して、メニユー項目の [ JWB ] を選び、 
目的の項目を選びます （ P .49)。 

►設定した項目び表示されます。 


MB オート 

撮影シーンに応じて自動設定 

為3太陽光 

晴天の屋外 

A <わり 

曇り空や曰陰、薄暮 

朱-電球 

電球、電球色タイプ （3 波長型）の堂光な 

B 堂光な 

昼白色堂光灯、白色堂光灯、昼白色タイプ （3 波長型）の堂光灯 

^堂光打 H 

昼光色堂光打、昼光色タイプ （3 波長型）の堂光打 

A マニュアル 

マニュアルホワイトバランス（手動設定）（下記） 


■ マニュアルホワイトバランス 

撮影場所の光源にあわせてホワイトバランスを変えて、撮影時の光源に適し 
た色あいで撮影でさます。撮影場所の光源のをとで設定してください。 


♦ 「色あいを調整する（ホワイトバランス)」（上 
言己）の操作で [ t 5 d ] を選びます。 

♦ 画面いっぱいに白い無地の被写体び入るよラ 
にして、 MENU ボタンを押します。 

►白データび取り込まれて設定されると、画面 
の色あいび変わります。 


0 白データを取り込んだあとにカメラの設定を変えると、適切な色あ 
いにならないことびあります。 
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色や連続撮影に関する機能を使ラ 


静止画 I 

r 連続して撮る _ 

シャッターボタンを全押ししたままにすると、連続撮影びでさます。 
連続撮影の速度は「主な仕様」 （ P .38) を参照してください。 



1 設定する 

♦ ©を押して、メニュー項目の [□] を選ん 
だあと、項目の[鸟 J ] を選びます （ p . 4 9)。 
►設定されると[马 J ] び表示されます。 

2 撮影する 


►シャッターボタンを全押ししている間、連続 
撮影されます。 


0 セルフタイマー ( P .61)、 [目つむり検出] ( P .69) とは一緒に使え 
ません。 

連続撮影中は、シャッターボタンを半押ししたとさのピント位置と 
露出に固定されます。 

撮影シ ーン、 カメラの設定、ズ ーム 位置によっては、一定の間幅で 
撮影されなかったり、連続撮影の速度び遅くなることびあります。 
撮影枚数び多くなると、連続撮影の速度び遅くなることびあります。 
スト□ボび発光するとさは、連続撮影の速度び遅くなることびあり 
ます。 



• I (【帅化 ■ 


[鸟 J ] に設定してを、タッチシャツター機能 （ P .63) では1枚だけ 
び撮影されます。 




[ミを] モード （ P .73) では、連続撮影の速度び速くなります。 
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撮影轟囲やピント合わせに関する機能を巧5 


静止画 動画 

r 巧くの被写化を撮る（マク□撮露) _ 

[ A ] に設定すると、近いをのだけにピントを合わせます。ピントび合ラ範 
囲は「主な仕様」 （ P .38) を参照してください。 



♦ イを押したあと、イか►を押して[化]を選び、 
©を押します。 

►設定されると[化]び表示されます。 


スト□ボび発光すると、画像の周辺部び暗くなることびあります。 
ズームバーの下にある黄色のバー表示の範囲は、[化]び灰色表示に 
なりピントび合いません。 

•园化 ■ 

AF フレームモードび接頁優先 AiAF ] のときにタッチシャッター機 
能やタッチ AF 機能を使うと [ iA ] に戻ります。 


手プレを防ぐため、兰脚などでカメラを固定し、[の]で撮影することをおす 
^ すめします （ P .62)。 


静止画 

動画 

P 遠 < の被写巧を撮る（遠景撮影） 



[ ii ] に設定すると、遠いをのだけにピントを合わせます。ピントび合う範 
囲は「をな仕様」 ( p .38) を参照してください。 


♦イを押したあと、イか►を押して [ ii ] を選 
び、©を押します。 

►設定されると[认]び表示されます。 
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撮該節囲やピント合わせに関する機能を使う 


^ AF フレームモードび废哥憂先 AiAF ] のときにタッチシャッター機 
能やタッチ AF 機能を使うと [ iA ] に戻ります。 



静止画 

動画 

P AF フレームモードを変える 




撮影シーンにあわせて、 AF (自動ピント合わせ）フレームモードを変えら 
れます。 



♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの [AF フ 
レーム]を選び、目的の項目を選びます 
( p .50 )o 


静止画 動画 

■ 顔優先 AiAF 

人の顔を検出して、ピント、露出（評価測光時のみ)、色あい （[ AM ] 時 
のみ）を合わせます。 

カメラを被写体に向けると、主被写体と判断した顔に白のフレーム、他の 
顔には最大2つの灰色のフレームび表示されます。 

検出した顔び動いていると判別したとさは、一定の範囲で追尾します。 
シャッターボタンを半押しすると、ピントび合った顔には緑色のフレーム 
(最大9個）び表示されます。 


0 顔び検出されないとさや、白のフレームび表示されず灰色のフレー 
ムのみび表示されたとさは、シャッターボタンを半押しすると、ピ 
ントの合った位置に緑色のフレーム（最大9個）び表示されます。 


サーボ AF ( P .96) び[入]で顔び検出されないときに、シャッター 
ボタンを半押しすると中央に フレームび 表示されます。 

顔として検出でさない例 
-被写体までの距離び遠い、または極端に近い。 

-被写体び暗い、または明るい。 

-顔び横や斜めを向いている、または一部び隠れている。 
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I 撮該節囲やピント合わせに関する機能を使う 


① 


人の顔外を、誤って検出することびあります。 

シャッターボタンを半押ししてピントび合わないとさは、 AF フレー 
ムは表示されません。 



■中央 

AF フレームび中央1点になります。確実なピント合わせに有効です。 


邮化 ■ 静止画 動画 

■-点 

AF フレームび1点になります。確実なピント合わせに有効です。 


0 シャッターボタンを半押ししてピントび合わないとさは、黄色の AF 
フレームと[〇]び表示されます。また、ピント位置の拡大表示 
( p .101) はでさません。 

静止画 

■構図を変えて撮る（フオーカス□ック撮影） 

シャッターボタンを半押ししている間はピントと露出び固定され、そのまま 
構図を変えて撮影でさます。これをフオーカス□ック撮影といいます。 


1 ピントを合わせる 

♦撮りたいをのを画面の中央にして、シャツ 
ターボタンを半押しします。 

♦ AF フレームび、被写体に緑色で表示されてい 
ることを確認します。 


♦シャッターボタンを半押ししたまま、カメラ 
を動かして構図を変えます。 

3 撮影する 

♦ シャッターボタンを全押しします。 
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撮該節囲 やピント合わせに関する機能を使ラ 



■ピントを合わせたい被写体を選んで撮る（キャッチ AF ) 

ピントを合わせたい被写体を選んで、撮影でさます。 


1 [キャッチ A 鬥を選ぶ 

♦「 AF フレームモードを変える」 （ P .93) の操 
作で[キャッチ AF ] を選びます。 

►画面中央に[甘]び表示されます。 



2 ピントを合わせたい被写体を選ぶ 

•被写体に[甘]び重なるよラにカメラを動か 
してイを押します。 


►.被写体び検出されると電子音び鳴り、じ。 
枠び表示されます（動いていてを一定の範囲 
で追い続けます)。 

►被写体び検出でさなくなったとさは、[甘] 
び表示されます。 

•解除するとさは、をう一度イを押します。 


3 撮影する 

♦シャッターボタンを半押しすると、 [II] び 
青色の [□] に変わり、被写体を追い続けな 
びら、ピントと露出を合わせ続けます（サー 
ボ AF ) ( P .96)。 

♦ シャッターボタンを全押しして撮影します。 
► 撮影後を [I I] び表示され、被写体を追い続 
けます。 
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I 撮該節囲やピント合わせに関する機能を使う 


[サーボ AF ] (下記）は[入]に固定されます。 

被写体びルさすざる、動さび速い、被写体と背景との明暗差や色の 
差びルさいとさは、追尾でさないことびあります。 

メニューの[〇]タブの[ピント位置拡大]は設定でさません。 
[化][认]は設定でさません。 


ぶ> イを巧さずにシャッターボタンを半押ししてわ被写体を検出でさます。撮影後 
妙 は、画面中央に[甘]び表示されます。 


し 静止画 

B ヴーボ AF で撮る 


シャッターボタンを半押ししている間は被写体にピントと露出を合わせ続 
けるため、動いている被写体のシャッターチャンスを逃さずに撮影でさま 
す。 


1 設定する 

考 MENU ボタンを押して、[〇]タブの[サー 
ボ AF ] を選び、[入]を選びます （ P .50)。 

2 ピントを合わせる 

♦シャッターボタンを半押ししている間、青色 
で AF フレームび表示され、ピントと露出を合 
わせ続けます。 



( J ) 撮影シーンによっては、ピントび合わなくなることびあります。 

^ 暗い場所では、シャッターボタンを半押ししてを AF フレームび青色 
にならないとさびあります。そのとさは、設定している AF フレーム 
モードでピントと露出を合わせます。 

適正露出び得られなくなると、シャッタースピードと絞り数値び才 
レンジ色で表示されます。いったんシャッターボタンから指を離し 
て、をう一度シャッターボタンを半押ししてください。 

AF □ック撮影はでさません。 

メニューの[〇]タブの[ピント位置拡大]は設定でさません。 
セルフタイマー （ P .61) 使用時は設定でさません。 
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撮該節囲やピント合わせに関する機能を使ラ 


•园化 ■ 


卜を合わせたい被写体を選んで撮る（タッチ AF ) 


目的の人の顔や被写体を選んだり、画面上の位置を指定してピントを合わ 
せ、撮影でさます。 



1 ピントを合わせたい顔、被写体また 
は位置を選ぶ 

♦ 画面上の人や被写体にタツチします。 


► AF フレームモードび[顔優先 AiAF ] のとさ 
は、被写体として認識すると電子音び鳴り、 
[II] 枠び表示されます（動いていてをピン 
卜を合わせ続けます)。 

► AF フレームモードび[一点]のとをは、タツ 
チした位置に AF フレームび表示されます。 

•解除するとさは、[己]をタッチします。 




1 撮影する 

♦シャッターボタンを半押しすると、ピントび 
合っている砕び緑色の [U] に変わります。 

♦ シャッターボタンを全押しして撮影します。 


0 タッチすると撮影されるときは、画面の[な]をタッチして 
[0 商] ( P .63) にします。 

タッチしたとさに画面全体に四角の枠び表示されるとさは、四角の 
枠内に顔や被写体を入れてからタッチしてください。 

被写体び小さすざたり動さび速いとさや、被写体と背景との明暗差 
びルさいとさは、追尾でさないことびあります。 
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I 撮該節囲やピント合わせに関する機能を使う 


静止画 動画 

P AF □ツクで撮る _ 

ピントを固定でさます。固定後はシャッターボタンから指を離してを、ピン 
卜位置は固定されたままになります。 



d ピントを合わせて固定する 

♦シャッターボタンを半押ししたまま、イを押 
しよ9 〇 

►ピントび固定され、 [AFL] び表示されます。 
♦シャッターボタンから指を離してをう一度イ 
を押すと、 [AFL] び消えて解除されます。 


構図をミ夫めて撮影する 


^ タッチシャッター機能 （ P .63) と一緒には使えません。 

■画 M 

■タッチパネルを使ラ 



• シャッターボタンを半押ししたまま、画面(左 
の画面の枠内）をタッチすることでを、ピン 
卜を固定でさます。 

♦シャッターボタンから指を離してをう一度画 
面をタッチすると、 [AFL] び消えて解除され 
ます。 
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トロボに関する機能を® 5 


静止画 


P スト□ボモードを変える _ 

撮影シーンにあわせて、スト□ボモードを変えられます。 


♦ ►を押したあと、イか►を押してスト□ボモー 
ドを選び、 © を押します。 

►設定した項目び表示されます。 


■> A 才-卜 ■ 

暗いところでは自動的にスト□ボび光ります。 

■ 失常時発光 

スト□ボを常に発光させて撮影でさます。スト□ボ撮影でさる範囲について 
は、「スト□ボ調光範囲」 （ P .40) を参照してください。 

■夕ぶス□ーシンク □ 

人などの主被写体は、スト□ボび発光することで明るく撮影され、スト□ボ 
の光び届かない背景は、シャッタースピードを遅くすることで暗くなるのを 
軽減することびでさます。 


0 スト□ボび光ってを、シャッター音び鳴り終わるまでは主被写体び 
動かないよラにしてください。 

手ブレを防ぐため、兰脚などでカメラび動かないよラに固定してく 
ださい。 


兰脚などでカメラを固定するとさは、[手ブレ補正]を[切]にする 
ことをおすすめします （ P .103)。 

■ @を " Ui 枯止 

スト□ボを光らせないで撮影することびでさます。 


0 手ブレしやすい暗い場所でシャッターボタンを半押しすると、画面 
にしな]び点滅表示されることびあります。そのとさはカメラび動 
かないよラ兰脚などで固定してください。 
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スト□ボに関する機能を使う 


r FE □ックで撮る _ 

スト□ボ撮影時の露出を、 AE □ック撮影 （ P .87) と同様に固定でさます。 


1 W にする （ P .99) 



2 スト□ボ露出を固定する 

♦露出を固定したい被写体にカメラを向け、 
シャッターボタンを半押ししたまま、►を押 
し9 〇 

►スト□ボび発光し、 [FEL] び表示され、スト 
□ボ発光量び記憶されます。 


♦シャッターボタンから指を離してをう一度 ► 
を押すと、 [FEL] び消えて解除されます。 

3 構図をミ夫めて撮影する 


•画/! 

^ タッチシャッター機能 （ P .63) と一緒には使えません。 


^ FE は 、 Flash Exposure (フラッシュエクスポージャ ー） の略です。 

•画 I — 

AE □ック ( p .87) と同様に、画面下部をタッチしてスト□ボ露出を固定する 
ことちでさます。 


100 















r 撮影スタイルにあわせて機能を変える 


静止画 動画 

r デジタルズームを使わない _ 

デジタルズーム （ P .60) を使わないようにすることびでさます。 



設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[デジ 
タルズーム]を選び、[切]を選びます ( p .50 )o 


静止画 

，ピン ト位置を拡大表おする _ 

シャツターボタンを半押ししたとさに、 AF フレームの位置を拡大表示して 
ピントを確認することびでさます。 




1 設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[ピント 
位置拡大]を選び、[入]を選びます ( p .50 )o 


2 ピントを確認する 

♦シャッターボタンを半押しすると、主被写体 
として検出された顔び、拡大表示されます。 

♦ 戻すとさは、手順1の操作で[切]を選びます。 
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撮影スタイルにあわせて機能を変える 


① 



[顔優先 AiAF ] で、顔び検出でさないとさや、 
さいとさ、[中央]でピントび合わないとさは、 
半押ししてを拡大表示されません。 


顔び画面に対して大 
シヤッターボタンを 


•画/! 

[顔優先 AiAF ] で、顔び検出でさないとさや、顔び画面に対して大 
さいとさ、[一点]でピントび合わないとさは、シャッターボタンを 
半押ししてを拡大表示されません。 


デジタルズーム （ P .60) やキャッチ AF ( P .95) をしているとさは拡大表示さ 
妙 れません。 


f 静止画 

P 撮影 直をの画面表おを変える _ 

撮影直後の画像表示を変えることびでさます。 


了け 

ホ目卽補正 

切 

トコントラスト 

，切 ► 

»光方式 

，巧函 >\ 

齡の路 

<2巧 ，1 


Mmm || 

目つむり#化 

切 


設定する 

MENU ボタンを押して、[〇]タブの[レ 
ビュー情報]を選び、目的の項目を選びます 
( P .50)。 


非表示 

撮影した画像だけを表示します。 

詳細表示 

詳細情報表示 （ P .160) になります。 
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撮影スタイルにあわせて機能を変える 


P グリッドラインを表おする 



撮影のとさに垂直、水平の目まになる格テ線を画面上に表示することびでさ 
ます。 


了パ 

巧統式 

< Si ► 

船の賊 

« 2 巧 » 

レビュ-脯 

<賴を > 

目〕むり船 

切 ，| 



設定する 

♦ MENU ボタンを押して、[〇]タブの[グリツ 
ドライン]を選び、[入]を選びます ( p .50 )o 
► 設定されると格テ線び表示されます。 


♦戻すとさは、上記の操作で[切]を選びます。 



颗 「グ U ッドライン」は画像に記録されません。 


動画 


手ブレ補正の設定を変える 


設定画面を表示する 



• MENU ボタンを押して、[〇]タブの[手ブ 
レ補正設定]を選び、 © を押します ( p .50 )o 

2設定する 

♦ [手ブレ補正]を選んでから、目的の項目を選 


びます ( p .50 )o 


入 

撮影状況に最適な手ブレ補正に自動設定（マルチシーン IS) されます （ P .59)。 

撮影時* 

撮影される瞬間のみ手ブレを補正します。 

切 

手ブレ補正を切ります。 


* 動画を撮影するとさは、[入]の設定に変わります。 


0 手ブレを補正しされないとさは、兰脚などでカメラを固定してくだ 
さい。また、兰脚などでカメラを固定するとさは、[切]にすること 
をおすすめします。 




















I 撮影スタイルにあわせて機能を変える 

動画 

■パワード IS 機能を切る 

ノ（ワード IS は、動画を望遠にして撮影するとさのゆつくりとした手ブレを補 
正します。ただし、歩さなびら撮影するとさや被写体の動さにあわせてカメ 
ラを大きく動かしたときなどは、思いどおりの効果び得られないことびあり 
ます。そのようなとさは、パワード IS を[切]に設定します。 


♦「手ブレ補正の設定を変える」 （ P .103) の操 
作で[手ブレ補正設定]画面を表示します。 
♦[パワード IS ] を選んでから、[切]を選びま 
す （ P .50)。 


0 [手ブレ補正]び[切]のとさは、[パワード IS ] の設定は反映され 
ません。 
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5 

再をモード 

■ 撮った画像を見て楽しんだり、いろいろな機能を使っ 
て画像の検索や編集をずる 

• 囚ボタンを押して、再生モードにしてから操作してください。 

0 パソコンで編集した画像やファイル名を変えた画像、このカメラ 
外で撮影した画像は、再生や編集びでさないことびあります。 


105 



静止画 動画 


r 見る 


撮影した画像を画面で見ることびでさます。 



1 再生モードにする 

• 囚ボタンを押します。 

► 最後に撮影した画像び表示されます。 


2 画像を選ぶ 

♦ イを押すと前の画像び表示され、►を押すと次 
の画像び表示されます。 

♦ イか►を押したままにすると、画像び速く切り 
換わります。ただし、表示画像は粗くなりま 
す。 



♦ 動画では、[应 !' 呈]び表示されます。動画を 
再生するとさは手順3に進みます。 



. 動画を再生する 

♦ © を押して動画操作パネルを表示し、イか ► 
を押して [►] を選び、をラー度©を押す 
と再生びはじまります。 

4音量を調整する 

♦ ▲か▼を押して調節します。 
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見る 


5一時停止する 

♦ © を押すと一時停止し、動画操作パネルび表 
示されます。イか►を押して [►] を選び、 
©を押すと再開します。 

►再生び終わると[虹！ち]び表示されます。 


再生モードの状態でシャッターボタンを半巧しすると撮影モードになります。 
前回最後に見た画像から表示したいとさは、 MENU ボタンを巧して[囚]夕 
ブの[再生開始位置]を還び、[前回の画像]を選びます。 

画像を切り換えたとさの効まを変えるには、 MENU ボタンを巧して[囚]夕 
ブの[再生効ま]を選び、イか►►を巧して効まを還びます。 


•园化 ■ 


ツチパネルを使ラ 


■ 


画像を選ぶ 


動画 



t 画面を左方向にドラッグすると次の画像び表 
示され、ち方向にドラッグすると前の画像び 
表示されます。 



■ 動画を再生する 


動画 


♦動画を選んで [®] をタッチすると再生びは 
じまります。 

♦再生中に画面をタッチすると一時停止し、左 
の画面び表示されます。 

• [中)]をタッチすると音量パネルび表示され、 
▲か▼をタッチすると音量を変えられます。 
音量び0のとさは [4] び表示されます。 
♦スク□ールバーをタッチしたり、左ち方向に 
ドラッグしたりすると、表示するフレームを 
変えられます。 
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見る 


静止画 動画 

f 表おを切！3換える _ 

画面表示は、▼を押して切り換えます。画面に表示される情報の詳細につい 
ては、 P . 160を参照してください。 



情報表示なし 簡易情報表示 詳細情報表示 



棘 撮影直後の画面表示ち、▼を巧して切り換えられます （の匹) モードでの撮影 
M 時を除<)。ただし、簡易情報表示にはなりません。最初に表示される画面は、 

^ MENU ボタンを巧して[〇]タブの[レビュー情報]で変えられます （ P .102)。 

■高輝度（八イライト）警告 

「詳細情報表示」にすると、画像上の白トビした部分び点滅表示されます。 

■ヒストグラム 

多ぃ 「詳細情報表示」のグラフは、画像中の明るさ 

I の分布を示したヒストグラムといラグラフで 

す。横軸は明るさ、縦軸は明るさごとの量を 
少な ぃ 示していて、露出の傾向を確認でさます。 

暗い A ~ ► 明るい 



108 











静止画 動画 


画像を探したり、特定の画像だけを見る 


P —覽表お（インデックス表お）で画像を探す 

複数の画像を一覧で表示して、目的の画像を素早く探せます。 


一覧表示にする 

• ズームレバーを K 側に押すと一覧表示にな 
り、さらに押すと表示される画像の数び増え 
ます。 

♦ズームレバーを。側に押すごとに、表示され 
る画像の数び減ります。 



奋が i が方心换 2 

巧用 II ：ぶ 
巧な，と田巧 H 
田を夕府 

な々に 
fi ■か，".'心 


-. 画像を選ぶ 

♦ ▲▼イ ► を押して画像を選びます。 

►選ばれている画像にはオレンジ色の枠び表示 

されます。 

• ©を押すと選ばれている画像び1枚表示にな 
ります。 


•画/! 

■タッチパネルを使5 

一覧表示では、画面をタッチして画像を選ぶことびでさます。 

画面を上下方向にドラッグすると、指の動さに合わせて表示び切り換わり 


ます。 



画像をタッチして選び、をう一度タッチすると、タッチした画像び1枚表 
示になります。 

画像をタッチして選び、ズームレノ（一を。側へ押したままにすることで 
を、1枚表示にでさます。 
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I 画像を探したり、特定の画像だけを見る 

f ジャンプ表おで画像を探す _ 

カード内に多くの画像びあるとさは、指定した単位で画像をとばせます。 


1 ジャンプ方法を選ぶ 

♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの[検索 
ジャンプ]を選びます （ P .50)。 

♦ ▲か▼を押して目的のジャンプ方法を選びま 
す。 

►画面の下部にジャンプ方法と、現在再生して 
いる画像の位置び表示されます。 

2画像を切り換える 

• イわ > を押すと、選んだジャンプ方法で画像び 
切り換わります。 

♦ MENU ボタンを押すと、メニュー画面に戻り 


ます。 

日付ジャンプ 

各撮影曰の先頭画像を表示 

nj 10枚ジャンプ 

画像を10枚ずつとばして表示 

( m 1 00枚ジャンプ 

画像を100枚ずつとばして表示 

( a 静止画ジャンプ 

静止画のみ表示 

fm 動画ジャンプ 

動画のみ表示 


- [ns] [諭]外は、ジャンプち法と一致する画像枚数び画面ち側にま示されます。 


0 目的のジャンプ方法と一致する画像びないとさは、イか ► を押して 
を機能しません。 



現在再生中の画像の位置 
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いろいろな方法で画像を見る 


静止画 

,拡大して見る 

J 広大する 

• ズームレバーを。側に押すと拡大表示になり 
[四!を]び表示されて、押し続けると最大約 
10倍まで拡大でさます。 

♦ ズームレバーを K 側に押すと縮小表示にな 
り、押し続けると1枚表示に戻ります。 

2表示位置を移動したり、画像を切り 
換える 

♦ ▲▼イ►を押すと、表示位置び移動します。 

♦[西!を]び表示されている状態で©を押す g 
と[⑩ホ]表示に切り換わり、イか►を押す1 
と拡大したまま画像を切り換えられます。を 
ラー度 © を押すとをとに戻ります。 

巧 拡大表示のとさに MENU ボタンを巧すと、 1 枚表示に戻すことびでさます。 

•园化 ■ 

■タッチパネルを使う 

画面をタッチすると拡大表示になり、[み]と[ろ]び表示されます。 
繰り返しタッチすると、タッチした位置を中むに最大約10倍まで拡大で 
さます。 

[を]や[ろ]をタッチすることでを、掘:大、縮小びできます。[み] 

や[ろ]をタッチしたままにすると、連続して拡大、縮小びできます。 

画面をドラッグすると、表示位置び移動します。 

[こ)] をタッチすると1枚表示に戻ります。 


砂 [西!ホ]び表示されているとさは、タッチでの操作はでさません。 
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I いろいろな方法で画像を見る 

静止画_ B ® 

カードに記録されている画像を自動的に再生します。 


1 設定画面を表示する 
♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの[スラ 
イドショー]を選びます （ P .50)。 


2設定する 

♦設定するメニュー項目を選び、目的の項目を 
選びます （ P .50)。 

3 自動再生をはじめる 

• ▲か▼対甲して[スタート]を選び、©を押 
U cK 9 〇 

► [画像読み込み中]び数砂間表示されたあと、 
スライドショーびはじまります。 

MENU ボタンを押すと終わります。 



0スライドショー中に節電機能 （ P .46) は働さません。 


◎ 


再生中に © を巧すと一時停止/再開びでさます。 

再生中にイか►を巧すと画像を切り換えられ、イか►を巧したままにすると早 
送りでさます。 
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静止画 動画 


保護ずる 


大切な画像をカメラの消去機能 （ P .114) で誤って消さないよう、保護する 
ことびでさます。 



1 [保護]を選ぶ 

♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの晚護] 
を選びます （ P .50)。 


2画像を選ぶ 

♦イわ > を押して画像を選び、©を押すと[因] 
び表示されます。 

♦をう一度©を押すと[因]び消え、解除さ 
れます。 

♦別の画像を選ぶとさは、上記の操作を繰り返 


しよす 0 




Jf 保護する 

，ぶ MENU ボタンを押すと確認画面び表示されま 
す。 

• イか►を押して [0 K ] を選び、©を押します。 


カードを初期化 （ P . 122、 123) すると、保護された画像を消えます。 
手順3の操作をする前に、撮影モードに切り換えたり電源を切った 
とさは、保護されません。 


於 保護された画像は、カメラの消去機能では消えません。画像を消すときは、保 
護を解除してください。 
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静止画 動画 


消ず 


不要な画像を1枚ずつ選んで消せます。消した画像はをとに戻すことはでさ 
ません。十分に確認してから消してください。 


1 消したい画像を選ぶ 

♦ イか►を押して画像を選びます。 



2消す 

♦ ▲を押します。 

♦ [消去？]び表示されたら、イか►を押して[消 
去]を選び、©を押します。 

►表示していた画像び消えます。 

♦中止するとさは、イか►を押して[キャンセ 


ル]を選び、©を押します。 

P まとめて消す 

すべての画像をまとめて消すことびでさます。消した画像は復元でさないの 
で、十分に確認してから消してください。ただし、保護された画像 （ P .113) 
は消えません。 



1 [全消去]を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、[囚]タブの[全消 
去]を選びます （ P .50)。 


2 すべての画像を消す 

• イか►を押して [0 K ] を選び、 © を押します。 
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動画 


回輯ずる 


1 

画像の向さを変えて保をすることびでさます。 



1 [回転]を選ぶ 

♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの個飼 
を選びます （ P .50)。 


2 回転する 

♦ イか►を押して画像を選びます。 

• © を押すたびに90度単位で回転します。 

• MENU ボタンを押すとメニュー画面に戻りま 
す。 


① 


画質び [1] の動画は回転でさません。 

[縦横自動回転]び[切]のとさは回転でさません。 


ご 自動回面機能を切る 


縦位置で撮影した画像をカメラで見るとさは、自動回転して縦位置で表示さ 
れます。この機能を使わないようにでさます。 




♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの[縦横 
自動回転]を選び、項目の[切]を選びます 
( p .50 )o 


0 [切]にすると、画像の回転はでさません。また、すでに回転させて 

いた画像を、をとの向さで表示されます。 
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静止画 


静止画を編集ずる 


0 静止画の編集機能 （ P . 116〜11 8) は、カードに空さ容量びないと 
使えません。 

P 画像をかさくする（リサイズ) _ 

撮影した画像を小さな記録画素数にして、別画像として保をでさます。 


1 [リサイズ]を選ぶ 
♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの [ U サ 
イズ]を選びます （ P .50)。 


2 画像を選ぶ 

♦イか►を押して画像を選び、 © を押します。 

ブ大きさを選ぶ 

* イか►を押して大ささを選び、 © を押します。 
b [新規保をしますか？]び表示されます。 

4新規保存する 

• イか►を押して [0 K ] を選び、©を押します。 
►別画像として保をされます。 


5画像を確認する 

♦ MENU ボタンを押すと[保存した画像を表示 
します]び表示されます。 

♦ イか►を押して[はい]を選び、©を押します。 
► 保ちした画像び表示されます。 




リタイス 



い 

巧お解します如 

I キャンかレ 



解した前を新します 
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静止画を編集ずる 


0 記録画素数び[四]の画像 （ P .66) や、手順3で [ XS ] にした画 
像は、編集でさません。 


巧 撮影した画像の記録画素数よりを大さ < はでさません。 

P 明るさを補正するり-コントラスト) _ 

人の顔や背景など、一部び暗く撮影された画像は、その部分を検出し、最適 
な明るさに自動補正します。また、画像全体で明暗差びルさい画像は、くつ 
さりした印象となるように自動補正します。補正方法は4種類から選べ、別 
画像として保をでさます。 



1 [ i - コントラスト]を選ぶ 
♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの [ i - コン 
トラスト]を選びます （ P .50)。 



2 画像を選ぶ 

♦イか►を押して画像を選び、©を押します。 



3 項目を選ぶ 

♦イか►を押して項目を選び、 © を押します。 


4新規保巧して画像を確認する 

♦ P .1 16の手順4〜5の操作を行います。 


0 画像によっては、画像び粗くなったり、正しく補正されないことび 
あります。 

同じ画像に対して補正を繰り返すと、画像び粗くなることびありま 
す。 
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静止画を編集する 


^ [自動]で思いどおりに補正されないとさは、[弱][中][強]のいずれかを選 
物 んで補正します。 

T 赤目を補正する _ 

目びホく撮影されてしまった画像の赤目部分を自動的に補正して、別画像と 
して保をでさます。 



1 [赤目補正]を選ぶ 
♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの[赤目 
補正]を選びます （ P .50)。 


2 画像を選ぶ 

♦ イか►を押して画像を選びます。 


3 補正する 

♦ © を押します。 

►検出された赤目部分び補正され、補正した部 
分に枠び表示されます。 


♦「拡大して見る」 （ P .111) の操作で画像をお 
大/縮小でさます。 



4 新規保巧して画像を確認する 

♦ ▲▼イ►を押して持斤規保存]を選び、 
押します。 

► 別画像として保存されます。 

♦ D .1 16の手順5の操作を行います。 


©を 


画像によっては、正しく補正されないことびあります。 

手順4で[上書さ保を]を選んだとさは、補正内容で上書さされる 
ため、補正前の画像は残りません。 

保護されている画像は上書さ保をでさません。 
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6 

設定メニユー 

カメラの基本機能を変えて使いやすくする 


r カメラの基本機能を変える 


メニューの巧 T ] タブで設定します。ふだん使う上での便利な機能を自分好 
みに設定することびでさます （ P .50)。 


と 音を鳴 S さない 


カメラの各種動作音や動画再生時の音声を鳴らさないよラにでさます。 

♦ [消音]を選び、[する]を選びます。 



▼を巧したまま電源を入れても、音を鳴らさないようにできます。 

M 音を鳴らさないようにしたときは、動画を再生したとき （ P .106) の音声わ鳴 
らなくなります。動画再生中に▲を巧すと音声び鳴り、▲か▼を巧すと音量 
を調整でさます。 

[因]モード ( p .73) では、音の設定は変えられません。 

,音量を変える _ 

カメラの各種動作音の音量を変えられます。 



[音量]を選び、©を押します。 

•項目を選び、イか►を押して音量を変えます。 
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カメラの基本機能を変える 


f 機能の説明を表 おしない _; 

FUNC. メニュー （ P .49) で項目を選ぶと、機能の説明び表示されます。こ 
の説明を表示しないよラにすることびでさます。 


I — 白广け，—一 I 

絹 

I n 

しなぃ； I 

画ル！！■け 

綿の巧るご 

-■.占 — + 

鈍酬 

入 

力-ドの巧巧化… 

□ 7.560 


• [機能ガイド]を選び、[切]を選びます。 



画面の明るさを変えられます。 


I 〇节 I 

縮 

しない 1 

gf 

’ 

画イド 

A 1 

画照!^ 


起動禍 

A 

トドの巧巧化… 

D 7.5 加 


♦[液晶の明るさ]を選び、イか►を押して明る 
さを変スます。 


_起動画面を表 おしなし、 _ 

電源を入れたとさに、起動画面を表示しないよラにでさます。 


1 立-节 _ 1 

縮 

しない；| 

ft 

， 

画イド 

A || 

貼の航さ 

-■■占 ■ T 

1 1 

トド麵化… 

D 7.5 加 1 


♦ [起動画面]を選び、[切]を選びます, 


121 







I カメラの基本機能を変える 

P 力ードを初期化する _ 

新しく買ったカードや他のカメラやパソコンで初期化したカードは、この力 
メラで初期化（フオーマット）することをおすすめします。 

初期化するとカード内のすべてのデータは消され、をとに戻すことはでさま 
せん。カード内の画像をパソコンにコピーするなどしてから初期化をしてく 
ださい。 


力-围巧化 

力-ドを丽ヒしますか？ 

7.5 GB 

32 KB 閒 
ホ理フォ -7 ット 
キ1^ンたル 

力-醜巧化 


力-ド〔廝されている 
すべてのデ-》淵がれます 



キャンかレ 


1 [カードの初期化]画面を表示する 

♦[カードの初期化]を選び©を押します。 

2 [0 K ] を選ぶ 

♦イか ► を押して [0 K ] を選び、 © を押します。 

3初期化する 

♦ ▲か▼を押して [0 K ] を選び、©を押すと 
初期化びはじまります。 

f 初期化び終わると[カードの初期化び完了し 
ました]び表示されるので、©を押します。 


0 カード内のデータは、初期化や消去をしてをファイル管理情報び変 
わるだけで、完全には消えません。カードを譲渡や廃棄するとさは 
注意してください。廃棄するとさはカードを破壊するなどして、個 
人情報の流出を防いでください。 


於 初期化の画面で表示されるカードの総容量は、カードに表記されている容量よ 
心 りも少なくなることびあります。 
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カメラの基本機能を変える 


■カードを物理フオーマット（初期化）する 

[カードび異常です]のメッセージび表示されたとさ、カメラび正しく動作 
しない、カードへの画像記録/再生時の読み出しや連続撮影速度び遅くなっ 
た、動画撮影び途中で止まるなどのとさに行います。物理フオーマットをす 
ると、カード内のすべてのデータは消され、ちとに戻すことはでさません。 
カード内の画像をパソコンにコピーするなどしてから物理フオーマットを 
して < ださい。 


力-ド棚巧化 

力-ドを細眺しますか？ 

7.5 GB 

32 KB 關 

ィ 備フォ -7 ット 
キ V ンたル 


物理 フ オーマッ トする 

• P . 122の手順2の画面で、▲か▼を押して[物 
理フオーマット]を選び、イか►を押して 
[v/] を表示します。 

♦ ▲▼イ►を押して [0 K ] を選び、©を押し 
たあと、 P .1 22の手順3の操作で、初期化（物 
理フオーマット） します。 


物理フォーマットはカード内の全記憶領域を初期化するため、「カードを初期 
化する」 （ P .122) よりち)時間びかかります。 

物理フォーマット中に[中止]を選ぶと、初期化を中止でさます。中止してわ 
データはすべて消去されますび、カードは問題なく使えます。 
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I カメラの基本機能を変える 

P 画像番号のつけかたを変える _ 

撮影した画像には、撮影した順に0001〜9999のま号びつけられ、1つの 
フオルダに2000枚ずつ保をされます。この画像番号のつけかたを変えるこ 
とびでさます。 



• [画像番号]を選び、内容を選びます。 


通し番号 

画像番号9999の画像び撮影/保 
をされるまでは、カードを変えて 
撮影してわ連番になります。 

オー ト IJ セット 

カードを変えたり、フォルダび新 
し<作られたとさは、画像番号び 
0001に戻ります。 


ぶ> [通し番号]はートリセット]とも、変える力ードに画像び入っているとき 
M は、その画像番号の続さ番号になることびあります。画像番号0001の画像か 
' ら順に保をしたいときは、初期化 ( p .122) した力ードをお使いください。 

フォルタ'構造や保存される画像につい口ま 、 rimageBrowser EX ガイド」 ( p .30) 
を参照して < ださし、。 

P フォルダを撮影曰ごとに作る _ 

撮影した画像を保をするフオルダは月ごとに作成されますび、撮影曰ごとに 
作成することをできます。 



• [フオルダ作成]を選び、[毎曰]を選びます。 
►撮影曰ごとに新しいフオルダび作られ、撮影 
した画像び保存されます。 
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カメラの基本機能を変える 


P レンズ収納時間を変える _ 

撮影状態から囚ボタンを押して約1分経過すると、を全のためレンズび収納 
されます （ P .46)。 囚ボタンを押すとすぐにレンズび収納されるよラにした 
いとさは、収納時間を [0 秒]に設定します。 


む -rr 

鈍面面 

A 

卜画巧化… 

□ 7.56 B 

函が号 

•ii し: 号 > 

フオルタ巧ぶ 

•毎月 > 



• [レンズ収納時間]を選び、 [0 秒]を選びます。 


P 節電機能（才ートパワーオフ）の設定を変える 

節電機能（オートパワーオフ）を切ったり、画面び消えるまでの時間（ディ 
スプレイオフ）を変えたりでさます （ p . 4 6)。 

1 [節電]画面を表示する I 

• 店で電]を選び©を押します。 

2設定する 

♦ 項目を選んだあと、イか►を押して設定を変え 
ます。 



①I 


バッテ U —の消耗を防ぐため、通常は、[オートパワーオフ]を[入] 
にし、[ディスプレイオフ]を[1分]じ(下にすることをおすすめし 

On ^ 〇 


•錫 ■ 

電池の消詩を防ぐため、通常は、[オートパワーオフ]を[入]に 
し、[ディスプレイオスを [1 分]似下にすることをおすすめします。 


錢 [ディスプレイオフ]は、[オートパワーオフ]び[切]のとさも働さます。 
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I カメラの基本機能を変える 

? 曰付/時刻を変える _ 

曰付/時刻を、現在の設定から変えられます。 


日付/刷 

日巧/腳を臨してくだごり 
2 〇化〇 2 . 〇 2 ,0:国か月/日如 

岡 IOK MB キでン它ル 


i [曰付/時刻]画面を表示する 

• [曰付/時刻]を選び © を押します。 

2設定する 

♦イか►を押して項目を選び、▲か▼を押して 
設定します。 


•画 M 

と タッチ位置を調壁する 


タッチ操作で思うように項目やボタンを選択でさないとさは、タッチ画面調 
整を行います。正確に調整するために、必ず付属のスタイラス （ P .15) を 
使って調整してください。 



*[ タッチ画面調整]を選び©を押します。 


♦ 画面に表示される中を、付属のスタイラスで 
タッチします。 

♦画面の表示にしたびって、左上、左下、ち下、 
ち上の順で、4回タッチします。 


0 付属のスタイラスし U 外のとびったをの（鉛筆やペンなど）で操作し 
ないで < ださい。 
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カメラの基本機能を変える 


f 表お言語を変える 

画面に表示される言語を変えられます。 


輔 


English ' 

—" 曰 - * 

自体中文 





1 言語画面を表示する 

• [言語馬)]を選び © を押します。 

2設定する 

♦ ▲▼仆を押して言語を選び、©を押します。 


於 再生モードにして、©を巧したまま、 MENU ボタンを巧すことでも言語画面 
物 を表示でさます。 

T その他の基本機能を変える 

次の機能を巧 T ] タブで設定できます。 

[ビデオ出力方式] ( p .133) 

f カメラの設定を初期が態に戻す _ 

カメラの設定を誤って変えてしまったとさは、初期状態に戻せます。 



力)(ラ投潮胁ヒ 

淵脱!巧しますが 
キ？ンたル •' UU 


i [カメラ設定初期化]画面を表示する 

♦ [カメラ設定初期化]を選び、 © を押します。 

初期状態に戻す 

• イか►を押して [0 K ] を選び、 © を押します。 
► カメラび初期状態に戻ります。 
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カメラの基本機能を変える 




次の機能は初期状態に戻りません。 

-撮影モード ( p .72) 

-マニュアルホワイトバランスで記憶した白データ （ P .90) 



[け]タブの[日付/時刻] ( P .22)、 [言語聞] ( P .23)、 
( P .133) 

•相加" 

[け]タブの[日付/時刻] ( P .22)、 [言語閱] ( P .23)、 
( p .126). [ビデオ出力方式] ( P .133) 


[ビデオ出力方式] 

[タッチ画面調整] 
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アク七ヴ IJ 一 

付属のアクセサリーを上手に使ったり、別売アクセヴ 
リーや市販の巧応機器を使って楽しみかたを広げる 



r 付属アクセサリーの上手な使いかた 


Wimimm WMiUnM • 囲化 ,• 個 — 

r バッテリーとバッテリーチャージャーの上手な使いかた 

充電は使う前曰か当日にする 

充電したパ' ッテ U —は、使わなくてを自然放電によって 
少しずつ残量び減っていさます。 

充電したバッテ U —は▲び見えるように、充電前の 
バッテ U —は▲び隠れるようにカバーを取り付ける 
と、充電状態を見分けることびでさます。 

長期間保管する 

バッテ U- を使い切ってカメラから取り出し、カバーをつけて保管してく 
ださい。バッテ U —を使い切らずに長期間 （1 年くらし^)保管すると、バッ 
テ U —寿命を縮めたり、性能び劣化することびあります。 



バッテリーチャージャーを海外で使う 

バッテ IJ- チャージャーは、 AC 100 - 240 V 50/60 Hz の地域で使えま 
す。プラグの形状びあわないとさは、市販の電源プラグ変換アダプターを 
使ってください。ミ毎外旅行用の電子式変圧器は故障の原因になりますので 
絶対に使わないでください。 


r 別売アクセサリー 


必要に応じてお買いまめの上、ご利用ください。なお、アクセサ U —は、諸 
事情により予告なく販売を終了することびあります。また、地域によっては 
お取り扱いびないことびあります。 

P 電源 



バッテリーパック NB -11 L 

♦ 充電式の IJ チウムイオン電池です。 

バッテリーチヤージヤー CB -2 LD 

♦バッテ U —パック NB-1 1 L 用のバッテ IJ 一 
チャージヤーです。 
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別売アクセサリー 




AC アダプター キット ACK-DC90 

♦家庭用電源でカメラを使えます。カメラを長 
時間連続して使ラとさや、プ U ンターやパソ 
コンとつなぐとさには、この AC アダプター 
キットをお使いになることをおすすめします 
(カメラ内のバッテ IJ 一は充電でさません)。 


mmim 



AC アダプター キット ACK800 

•家庭用電源でカメラを使えます。カメラを長 
時間連続して使うとさや、プ IJ ンターやパソ 
コンとつなぐとさには、この AC アダプター 
キットをお使いになることをおすすめします 
(カメラ内の電池は充電でさません）。カメラ 
につなぐには、 DC カプラー DR-DC10 び必 
要です。 





DC カプラー DR-DC10 

# AC アダプターキットを使ラためのカプラー 
です。 





バッテリー/チャージャーキット CBK4-300 

♦単3形ニッケル水素電池 NB-3AH (4 本）と 
バッテ U —チャージャー CB-5AH のセット 
です。長時間カメラをお使いになるとさにお 
すすめします。 


0 バッテ U —チャージャーや AC アダプターキットは、 

AC 100 - 240 V 50/60 Hz の地域で使えます。 

プラグの形状びあわないとさは、市販の電源プラグ変換アダプター 
を使ってください。なお、海外旅行用の電子式変圧器は故障の原因 
になりますので絶対に使わないでください。 
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I 別売アクセサリ- 


^ 電池だけの「ニッケル水素電池 NB 4-300」 わ用意されています。 
バッテリー/チヤージ中ーキット CBK 4-200 もお使いになれます。 


2スト□ボ 



ノ V イパワーフラッシュ HF - DC 2 

♦ 被写体び遠すざて内蔵スト□ボの光び届かな 
いとさに使ラ外付けスト□ボです。 

なお、 HI =- DC 1 もお使いになれます。 


P その他 

ソフトケース PSC -2360 

♦カメラをキズやホコ IJ から守ります。 

AV ケーブル AVC - DC 400 

♦ 撮影した画像をテレビに表示して楽しめま 
す。 


P プ IJ ンター _ 

キヤノン製 PictBridge 対応プリンター 

♦ キヤノン製の PictBridge 対応プ U ンターをつ 
なぐと、パソコンを使わずに、撮影した画像 
を印刷でさます。 

製品の詳細については、ホームページやカタ 
□グでご確認いただくか、お客様相談セン 
ターへお問いあわせください。 
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r 別売アクセサリーの巧いかた 


静止画 動画 

r テレビで見る _ 

カメラとテレビをつなぐと、撮影した画像をテレビで見ることびでさます。 
なお、お使いになるテレビとのつなざかたや入力の切り換えかたについて 
は、テレビの使用説明書を参照してください。 


於 テレビに表示しているとさは、一部の情報び表示されないことびあります 

妙 ( P .160)。 


カメラとテレビの電源を切る 


黄- 


白または黒’ 


,カメラとテレビをつなぐ 

♦ケーブルのプラグを、図のよラにテレビの外 
部入力端テへしっかりと差し込みます。 



♦ふたを開さ、ケーブルのプラグをカメラの端 
テにしっかりと差し込みます。 



3 テレビの電源を入れて、外部入力に 
切り換える 

♦ テレビの入力を、手順2の操作でつないだ外 
部入力に切り換えます。 



4カメラの電源を入れる 

♦囚ボタンを押して電源を入れます。 

►画像びテレビに表示されます（カメラの画面 
には何を表示されません)。 

•見終わったらカメラとテレビの電源を切って 
から、ケーブルを抜さます。 
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別売アクセサリーの使いかた 


0 出力方式 ( NTSC / PAL ) びあわないと、画像び正しく表示されませ 
ん。 MENU ボタンを押して、巧 T ] タブの[ビデオ出力方式]で出 
力方式を変えてください（日本国内の出力方式は、 「 NTSC 」 です)。 

•腸, M 1WB1 •画/! •欄 ■ 

T 家庭用電源でカメラを使ラ _ 

AC アダプターキット ACK - DC 90 (別売）を使うと、バッテ U —の残量を 
気にせずにカメラを使ラことびでさます。 


1 カメラの電源を切る 




端テ部 


之ふたを開ける 

♦ P. 17の手順1の操作でカード/バッテ IJ 一収 
納部のふたを開さ、図のよラに通し部のふた 
を開さます。 

3 カプラーを入れる 

♦カプラーを図の向さにして、 P .18 の手順2の 
バッテ U — を入れる方法と同じ操作でカプ 
ラーを入れます。 



♦ カプラーのケーブルを通し部に通します。 
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別売アクセサリーの使いかた 



4ふたを閉める 

♦ ふたを①の方向へたおして押さえたまま、 
③の方向へ「カチッ」と音びするまで動かし 
て閉めます。 



5電源コードを取り付ける 

• カプラーのケーブルの端テにアダプターのプ 
ラグを差し込みます。 

♦電源 コードをアダプターに 差し込み、プラグ 
をコンセン トに差し込みます。 

♦ カメラの電源を入れると、カメラび使えます。 
♦使い終わったら、カメラの電源を切ってから 
プラグをコンセントから抜いてください。 


0 カメラの電源を入れたまま、プラグや電源コードを抜かないでくだ 
さい。撮影した画像び消えたり、カメラび故障することびあります。 
故障の原因となるためアダプターやコードを固定して使わないでく 
ださい。 
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I 別売アクセサリーの使いかた 


mimim 

f 家庭用電源でカメラを使ラ _ 

AC アダプターキット A 〔 K 800 (別売）と DC カプラー DR - DC 10 (別売) 
を使ラと、電池の残量を気にせずにカメラを使ラことびでさます。 


1 カメラの電源を切る 



2 ふたを開ける 

• P .1 9 の手順 1 の操作でカード/電池収納部の 
ふたを開さ、図のよラに通し部のふたを開さ 
ます。 



3 カプラーを入れる 

♦ カプラーを 図の向さに入れます。 



♦ カプラーのケーブルを通し部に通します。 


'• ふたを閉める 

• ふたを①の方向へたおして押さえたまま、 
③の方向へ「カチッ」と音びするまで動かし 
て閉めます。 
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別売アクセサリーの使いかた 


5電源コードを取り付ける 

♦ カプラーのケーブルの端テにアダプターのプ 
ラグを差し込みます。 


♦電源コードをアダプターに差し込み、プラグ 
をコンセントに差し込みます。 

• カメラの電源を入れると、カメラび使えます。 
•使い終わったら、カメラの電源を切ってから 
プラグをコンセントから抜いてください。 


0 カメラの電源を入れたまま、プラグや電源コードを抜かないでくだ 
さい。撮影した画像び消えたり、カメラび故障することびあります。 
故障の原因となるためアダプターやコードを固定して使わないでく 
ださい。 
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Ell 刷ずる 


撮影した画像は、カメラとプ U ンターをつないで印刷することびでさます。 
また、カメラで画像を指定しておき、一括印刷、写真店への印刷注文、フオ 
トブックのを文や印刷をすることびでさます。 

なお、ここでは、キヤノン製コンパクトフオトプ IJ ンタ ー SELPHY〔P シ 
U —ズを使って説明しています。プ U ンターによっては表示される画面やで 
さることび異なります。プ U ンターの使用説明書をあわせて参照してくださ 
い。 

静止画 

f かんたん EP 刷 _ 

撮影した画像は、カメラと PictBridae (ピクトブ U ッジ）対応プ U ンター 
(別売）を付属のインターフェースケーブル （ P .2) でつないで、かんたん 
に印刷でさます。 


1 カメラとプリンターの電源を切る 


2 カメラとプリンターをつなぐ 

♦ふたを開さ、ケーブルの小さい方のプラグを 
図の向きにして、カメラの端テにしっかりと 
差し込みます。 

ケーブルの大さい方のプラグをプ U ンターに 
差し込みます。プ U ンターとのつなぎかたに 
ついては、プ IJ ンターの使用説明書を参照し 
て < ださい。 


3 プリンターの電源を入れる 


4 カメラの電源を入れる 

♦囚ボタンを押して電源を入れます。 
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ま$黯 
辟骼 
1巧 

トリミンク 
用赋ミ 


巧*臟 
■] 鮮游 


印刷する 



[/ Y 困!]び表示されます。 


5画像を選ぶ 

♦ イか►を押して画像を選びます。 

6 EP 刷画面を表示する 

• ©を押します。 

— EP 刷する 

♦ ▲か▼を押して[印刷]を選び、©を押しま 
す。 

►印刷びはじまります。 

• 別の画像を印刷するとさは、印刷び終わった 
あと、手順5〜6の操作を繰り返します。 

• 印刷び終わったらカメラとプ U ンターの電源 
を切り、ケーブルを抜さます。 




キヤノン製 PictBridge 対応プ U ンター(別売）については、 p . 132を参照し 
て < ださい。 
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圓 E |] 刷する 


静止画 

P 印刷設定をする 

1 EP 刷画面を表示する 

♦ P. 138の手順1〜6の操作で左の画面を表示 
します。 

2設定する 

♦ ▲か▼を押して項目を選び、イか►を押して 
内容を選びます。 




標準設定 

プリンターの設定にしたびいます。 


曰付 

曰付を入れて印刷します。 


画像番号 

画像番号を入れて印刷します。 


両方 

曰付と画像番号の両方を印刷します。 


切 

- 


標準設定 

プリンターの設定にしたびいます。 

因 

切 

- 

入 ‘ 

撮影時の情報を使って最適な設定で印刷します。 


赤目1 

ホ<写った目を補正します。 

哩 

印刷枚数 

印刷枚数を指定します。 

トリミング 

- 

印刷する範囲を指定します （ P .141)。 

用紙設定 

- 

用紙サイズやレイアウトなどを指定します （ P .142)。 
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印刷する 


■画像を切り抜いて EP 刷する（トリミング） 

画像の一部分を切り抜いて印刷することびでさます。 



1 [トリミング]を選ぶ 

• P. 140の手順1の操作で印刷画面を表示した 
あと、[卜 U ミング]を選び、 © を押します。 
►切り抜く範囲を示す枠び表示されます。 


2 切り抜く節囲を指定する 

• ズームレバーを動かして枠の大ささを変えま 
す。 

• ▲▼イ ► を押して枠の位置を変えます。 

• ©を押すと枠び回転します。 

• MENU ボタンを押したあと、▲か▼を押して 
[領域確定]を選び、©を押します。 


* EP 刷する 

• P . 139の手順7の操作で印刷します。 



0 画像び小さすざたり、縦横比によっては、卜 U ミングでさないこと 
びあります。 

カメラで[曰付写し込み]の指定をして撮影した画像を卜 U ミング 
すると、日付び正しく印刷されないことびあります。 
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圓 E |] 刷する 


■用紙サイズやレイアウトを選んで EP 刷する 


な 


巧が游 
巧ま樹ミ 
功1巧 
-トリミンク 



巧 t をレイアウト 
毎微を 
フチあり 
フチなし 


—日4 8- 1 


1 [用紙設定]を選ぶ 

♦ P. 140の手順1の操作で印刷画面を表示した 
あと、[用紙設定]を選び、 © を押します。 


2 用紙サイズを選ぶ 

♦ ▲か▼を押して内容を選び、©を押します。 


3 用紙タイプを選ぶ 

▲か▼を押して内容を選び、 © を押します。 


4レイアウトを選ぶ 

• ▲か▼を押して内容を選びます。 

♦[複数画像]を選んだとさは、イか►を押して 
印刷枚数を選びます。 

• ©を押します。 


5 EP 刷する 
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印刷する 


■ レイアウトで設定できる項目 


標準設定 

プリンターの設定にしたびいます。 

フチあ0 

フチをつけて印刷します。 

フチなし 

フチなしで印刷します。 

複数画像 

1枚の用紙に印刷する画像の枚数を選びます。 

ID フオト 

証明写真用の画像を印刷します。 

記録画素数び L の画像にのみ指定でさます。 

固定サイズ 

印刷する大ささを指定します。 

L 判、はびさ、ワイドサイズでのみ指定でさます。 


■ 証明写真を EP 刷する 


1 [ ID フオト]を選ぶ 


• P. 142の手順1〜4の操作で [ID フオト]を選 
び、©を押します。 



2長辺と短辺の長さを選ぶ 

• ▲か▼を押して項目を選んだあと、イか►を 
押して長さを選び、©を押します。 


-f EP 刷する節囲を選ぶ 

♦ P .141 の手順2の操作で印刷する範囲を選び 
ふ 9 〇 



E |] 刷する 
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巧刷する 


[na 画を EP 刷する 


動画 


祝 1280 X 

觀 功. • 

^一，■评1〕、 


07 
用巧腺 
蝴 


1 EP 刷画面を表示する 

♦ P. 138 の手順 1 〜 5 の操作で動画を選んだあ 
と、 © を押します。 

♦イか►を押して[な]を選んだあと、 © を押 
して左の画面を表示します。 

2 EP 刷方法を選ぶ 

♦ ▲か▼を押して[禪]を選び、イか►を押し 
て印刷方法を選びます。 

5 EP 刷する 


■ 


動画の EP 刷方法 


1コマ 

表示されているシーンを静止画として印刷します。 

連続コマ 

動画から一定の間隔で抜さ出したシーンを、 
します。[キャプション]を[入]にすると、 
号、コマの経過時間を同時に印刷でさます。 

1枚の用紙に並べて印刷 
フォルダ番号、画像番 


印刷中に©を巧すと、印刷を中止します。 

M CP 720/ CP 730 政前のキヤノン PictBridqe 対応プ U ンターでは、 [ ID フオト] 
’ や[連続コマ]は指定でさません。 


r EP 刷指定 （ DP0F) 




カード内の画像から印刷したい画像や印刷枚数などを指定して、一括印刷 
( P .147) や写真店への印刷を文をすることびできます慮大 998 画像)。な 
お、この指定方法は、 DP 0 F (Digital Print Order Format ) 規格に準拠し 
ています。 
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印刷する 


■ EP 刷内容を指定する 

印刷タイプや曰付、画像番号といった印刷内容を設定でさます。この設定 
は、印刷指定したすべての画像に共通して適用されます。 


細の蹤 

«もり=スタンダ-ド E 

0巧 

切 

由*お 

切 

哪餐齡賊 

入 

□0 

raw 。 


♦ MENU ボタンを押して、[岛]タブの[印刷 
の設定]を選んだあと、項目を選び、設定し 
ます （ P .50)。 


印刷タイプ 

スタンダード 

1枚の用紙に1枚の画像を印刷 

インデックス 

1枚の用紙に縮小画像を複数印刷 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷 

曰付 

入 

撮影曰を入れて印刷 

切 

- 

画像番号 

入 " ~~1 

画像番号を入れて印刷 

、切— 

- — 

F=n 刷给お巧 

入 印刷後、画像の印刷指定をすべて解除 

印帅! I 俊化疋脚你 

切… 

- 



0 プ U ンターまたは写真店によっては、設定した内容び反映されない 
ことびあります。 

他のカメラで設定したカードをこのカメラに入れると、[〇]び表 
示されることびあります。このカメラで設定を変えると、設定済み 
の内容びすべて書さ換えられることびあります。 

[日付]を[入]に設定すると、お使いのプ U ンターによっては、日 
付び重複して印刷されることびあります。 
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圓 E |] 刷する 


[インデックス]に設定したとさは、[曰付]と[画像番号]の両方を[入]に 
はでさません。 

日付の並びは、 MENU ボタンを巧して[け]タブの[日付/時刻]の設定内容 
で印刷されます （ P .21)。 

一部のキヤノン製 PictBridqe 対応プ U ンター烟 j 売）では、インデックス印 
刷びでさないことびあります。 


■ l 枚ずつ枚数を指定する 


曲る胡磯… 
すべての前を騰… 
すぺての瞬を燃... 
田助の臨… 


1 [ EP 刷する画像を指定]を選ぶ 
♦ MENU ボタンを押して、[因]タブの[印刷 
する画像を指定]を選び、©を押します。 


2 画像を選ぶ 

♦イか►を押して画像を選び、©を押します。 
► 枚数指定びでさるよラになります。 
♦[インデックス]では、指定されると [vH 
び表示され、をラー度©を押すと解除されて 
[\/]び消えます。 



3枚数を設定する 

• ▲か▼を押して枚数を指定します爆大99 
枚)。 

• 手順2〜3の操作を繰り返して、画像と枚数を 
指定します。 

♦[インデックス]では枚数の指定びでさませ 
ん。手順2の操作で画像のみを選んでくださ 


い。 


♦ MENU ボタンを押すと設定され、メニュー画 
面に戻ります。 
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印刷する I 

■ すべての画像を指定する 

1 [すべての画像を指定]を選ぶ 

♦ P. 146の手順1の操作で[すべての画像を指 
定]を選び、 © を押します。 

2 EP 刷指定する 

• イか►を押して [0 K ] を選び、 © を押します。 

■ すべての指定を解除する 

1 [すべての指定を解除]を選ぶ 

♦ P. 146の手順1の操作で[すべての指定を解 
除]を選び、©を押します。 

2 指定を解除する 

• イか►を押して [0 K ] を選び、 © を押します。 

■ EP 刷指定 （ DPOF ) した画像を EP 刷する 

•印刷指定した画像 （ P .144 〜 147) びあると 
きは、カメラと PictBridge 対応プ U ンターを I 
つなぐとをの li 励'帝おれます。▲か▼を ™ 
押して[すぐに印刷]を選び、©を押すと、 

印刷指定した画像をかんたんに印刷でさま 
す。 

♦印刷を中断して再開したとさは、続さの画像 
から印刷されます。 



すべての縮を脈 

すべての前の齡を臟 
キ甲ン巧レ 


すべての則 t を縮 

すべての wr をが〕騰 
キでンたル 
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巧刷する 


静止画 

r フォトブック指定 _ 

カード内の画像からフォトブックに使いたい画像を指定（最大998画像） 
し、付属のソフトウてアを使ってパソコンに取り込むと、指定した画像び専 
用のフォルダにコピーされて、インターネットでのフォトブック注文や、お 
使いのプ U ンターでの印刷をするとさに便利です。 

■指定方法を選ぶ 


囚些化 

スライドシト 
ミ船… 

脯… 

醜''' _ ^_ 

いフれブブ苑扛 
i - コントラスト… 



♦ MENU ボタンを押して、[囚]タブの[フォ 
トブック指定]を選んだあと、指定方法を選 
びます。 


0 他のカメラで設定したカードをこのカメラに入れると、〇び表示さ 
れることびあります。このカメラで設定を変えると、設定済みの内 
容びすべて書さ換えられることびあります。 


於 パソコンに取り込んだあとは rimageBrowser EX ガイド」 （ p .30) やお使い 
物 のプ U ンターの使用説明書わあわせて参照して<ださい。 

■ 1枚ずつ指定する 



プ[画像指定]を選ぶ 

♦上記の操作で[画像指定]を選び、 © を押し 
ます。 
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印刷する 



2画像を選ぶ 

♦イか►を押して画像を選び、©を押します。 
► [ v ^] び表示されます。 

♦をう一度 © を押すと解除され、 [ vH び消え 
ます。 

♦別の画像を指定するとさは、上記の操作を繰 


り返します。 


♦ MENU ボタンを押すと設定され、メニュー画 
面に戻ります。 


■ すべての画像を指定する 


すべての前輔ま 

すべての函•を1おずつ礎 

キ？ンたル 


1 [すべての画像を指定]を選ぶ 

♦ P. 148の操作で[すべての画像を指定]を選 
び、 © を押します。 

ブ EP 刷指定する 

イか►を押して [0 K ] を選び、©を押します。 


I すべての指定を解除する 

f [すべての指定を解除]を選ぶ 


すべての的!の齡を騰 


♦ P. 148の操作で[すべての指定を解除]を選 
び、©を押します。 



2 指定を解除する 

• イか►を押して [0 K ] を選び、 © を押します。 
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8 

付録 

カメラを使うときに役立つ情報 


故障かな？と思った 6 


「カメラび故障したのかな？」と考える前に、次の例を参考に確認してくだ 
さい。ただし、問題び解ミ夫しないとさは、別紙の修理受付センターへご相談 
<ださい。 

電源 


電源ボタンを巧してもカメラび動作しない 

wmimm の丽 n • 囲化 , mmim 

指定されたバッテリーで、残量びあることを確認してください （ P .159)。 

バッテ U —び正しい向きで入っているか確認してください （ P .17)。 

力ード/バッテ U - 収納部ふたび閉じているか確認してください （ P .18)。 

バッテ U —の端テび巧れているとバッテ U —性能び低下します。綿棒などで端テを拭 
さ、バッテ U —を数回入れなおして<ださい。 
mimm 

指定された電池で、残量びあることを確認してください （ P .159)。 

電池び正しい向きで入っているか確認してください （ P .19)。 

カード/電池収納部みたび閉じているか確認してください （ P .19)。 

綿棒などで電極を拭さ、電池を数 


バッテリーの消耗び早い 

低温下ではバッテ U —性能び低下します。端テカバーをつけて、ポケットなどでバッ 
テ U —を温めてからお使い<ださい。 

上記を確認してわ、充電したのにすぐ使えなくなるとさはバッテ U —の寿命です。新 
しいバッテ U —をお買いホめ < ださい。 

mimm 

電池の消耗び早い 

低温下では電池性能び低下します。電極び金属と接触しないよラにして、ポケットな 
どで電池を温めてからお使い<ださい。 


電池の電極び巧れていると電池性能び低下します。 
回入れなおして < ださい。 


I と電池性能 
、〇 

I 隱剛— 


レンズび出たままで収納されない 


電源を入れたまま、力ード/バッテ U - 収納部みたを開けないでください。ふたを開 


じたあと、電源を入れてからちう一度切ってください （ P .18)。 


電源を入れたまま、カード/電池収納部ふたを開けないで<ださい。ふたを閉じたあ 
と、電源を入れてからちう一度切ってください （ P .19)。 


wimimm の肌 n — ，けィけ化 ■ 隱龍— 


バッテリーびふくらむ 

バッテ U —特性のため安全上は問題ありません。ただし、バッテ U —びふくらむこと 
でカメラに入らなくなったとさは、別紙の修理受付センターへご相談ください。 
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故障かな？と思った 5 


テレビ表示 

テレビに表示できない/画面び乱れる （ P .134) 

mm 

撮影でさない 

再生モードのとき （ P .26) は、シャッターボタンを半押ししてください （ P .47)。 

暗い場所での画面表示びおかしい （ P .48) 

撮影中の画面表示びおかしい 

次のとさは、静止画には記録されませんび、動画には記録されます。を意してください。 
カメラに強い光びあたると、表示び黒くなることびあります。 


シャッターボタンを巧した5、画面に[ち]び点滅表示されて撮影できない 
( p .54) 

シャッターボタンを巧した5、画面び消えて撮影でさない （ P .54) 

シャッターボタンを半巧ししたときに、[な]び表おされる （ P .64) 

スト□ボを[失]にしてください （ P .99)。 

ISO 感度を高くしてください （ P .88)。 
wmimm Wimmm 

[手ブレ補正]を[入]にしてください （ P .103)。 

兰脚などでカメラを固定してください。兰脚などでカメラを固定するとさは、[手ブ 
レ補正]を[切]にして撮影することをおすすめします （ P .103)。 

画像びボケて撮影される 

シャッターボタンを半押ししてピントを合わせてから、撮影してください （ P .47)。 
撮影距離範囲内に被写体をおさめて撮影してください （ P .41)。 

[ランプ設定]を[入]にしてください （ P .70)。 

意図しない機能（マク□撮影など）び設定されていないか確認してください。 

フォーカス□ック、 AF □ックで撮影してください （ P .94、 98)。 

シャッターボタンを半巧ししても、 AF フレームび表示されずピントび合わない 

被写体の明暗差びある部分を画面中央にしてシャッターボタンを半押しするか、半巧 
しを何度か繰り返すと AF フレームび表示され、ピントび合うことびあります。 

被写体び暗ずざる 

スト□ボを[失]にしてください （ P .99)。 

露出補正で明るさを補正してください （ P .86)。 
i - コントラストで補正してください （ P .89、 117)。 


堂光打や LED などの照明下で撮影すると、画面びちらつくことびあります。 
明るい光源を撮影すると、画面にホ紫色の帯び表示されることびあります。 
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I 故障かな？と思った 5 

スポット測光または AE □ックで撮影してください （ P .87、 88 )。 

被写体び明るずぎる（白トビずる） 

スト□ボを隙)]にしてください （ P .64)。 

露出巧正で明るさを補正してください （ P .86)。 

スポット測光または AE □ックで撮影してください （ P .87、 88 )。 

被写体にあたっている照明を弱めて<ださい。 

スト□ボび光ったのに暗い画像になる （P.53) 

スト□ボ撮影に適した距離で撮影してください （ P .41)。 

ISO 感度を高くしてください （ P .88)。 

スト□ボ撮影した画像の被写体び明るずぎる（白トビずる） 

スト□ボ撮影に適した距離で撮影してください （ P .41)。 

スト□ボを隙)]にしてください （ P .64)。 

スト□ボ撮影時、画像に白い点などび写る 
空気中のちりなどにスト□ボ光び反射しました。 

画像び粗い感じになる 
ISO 感度をおくして撮影してください （ P .88)。 

撮影モードによっては ISO 感度び高くなるため、粗い感じの画像になることびありま 
す （ P .88)。 

目びホく写る （P.67) 

[ランプ設定]を[入]に設定してください （ P .70)。 スト□ボ撮影のとさは、ランプ 
(前面） （ P .4、5) び点灯して、約1秒間は赤目現象を緩和するため撮影でさません。 
また、写される人びランプを見ているとさに効まびあります。「室内を明るくする」、 
「写したい人に近づく」と効果び上びります。 

赤目補正で補正して<ださい （ P .118)。 

力ー ドへの画像の記録時間び長い、または連続撮影速度び遅くなった 
カードをこのカメラで物理フォーマットしてください （ P .123)。 

撮影機能や F U N 仁メニューの設定びでさない 
設定できる項目は撮影モードによって変わります。 r 撮影機能一覧」、 「 FUNC . メニュー 
一覧」、「撮影タブメニュ——覧」 （ P .162 〜 169) で確認してください。 


154 


故障かな？と思った 5 


動画撮暴 

正しい撮影時間び表示されない、または中断される 

カードをこのカメラで初期化するか、書さ込み速度の速いカードを使ってください。 
撮影時間び正し<表示されないとさわ、カードには実際に撮影した時間の動画び記録 
されています （ P .40、 122)。 

画面に[〇]び表示され、撮影び自動的に終わった 

カメラの内部メモ U —びかなくなりました。次の方法を試してください。 

力ードをこのカメラで物理フォーマットする （ P .123)。 

画質を変える （ P .68)。 

書さ込み速度の速いカードを使ラ （ P .40)。 


再を 


再生でさない 

パソコンでファイル名やフォルダ構造を変えると再生でさないことびあります。ファ 
イル名やフォルダ構造については、 rimageBrowser EX ガイド」 ( p .30) を参照して 
<ださい。 

再生び中断ずる、または音声び途切れる 

このカメラで物理フォーマツトした力ードを使ってください （ P .123)。 

動画を、読み込み速度の遅いカードにコピーして再生すると、再生び一瞬中断するこ 
とびあります。 

パソコンで動画を再生するとき、パソコンの性能によっては、画像びフレーム（コス 
落ちしたり、音声び途切れたりすることびあります。 


力ード 

カードび認識されない 

カードを入れたままで、ちラー度電源を入れなおしてください （ P .20)。 



パソコン 

画像をパソコンに取り込めない 

カメラとパソコンをケーブルでつないで取り込むとさは、次の操作で画像の取り込み速 
度を遅くすることで、問題び解ミ夫できることびあります。 

囚ボタンを巧して再生モードにしたあと、 MENU ボタンを押したまま、▲と©を同 
時に巧します。表示された画面でイか►を巧して [ B ] を選び、©を巧します。 
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-ジー覧 


画面にメッセージび表示されたとさは、次のように対応してください。 


カードびあ0ません 

カードび正しい向きで入っていません。カードを正しい向きで入れます （ P .20)。 

カードび□ックされていまず 

SD メモ U - 力ード 、 SDHC メモ U - 力ード 、 SDXC メモ U - 力ードのスイッチび 「 LOCK 」 
側廣き込み禁止)になっています。スイッチを書き込みできるちへ切り換えます （ P .20)。 

記録でをません 

カードび入っていない状態で撮影しました。撮影するとさは、カードを正しい向さで 
入れます （ P .20)。 

カードび異常でず （P.123) 

初期化したカードを正しい向さで入れてわ同じ表示び出るとさは、別紙の修理受付セ 
ンターへご相談ください （ P .20)。 

カード残量び足りません 

カードの空さ容量びないため、撮影 （ P .51、 71、 85) や編集 （ p .116〜118) はで 
さません。画像を消して （ P .114) 空さ容量を作るか、空さ容量のあるカードに交換 
します （ P .40)。 

バッテリーを交換してください （P.17、19) 

画像びありません 

カードに表示でさる画像び入っていません。 

保護されていまず （P.113) 

認識でさない画像でず/互換性のない JPEG でず/画像び大さずざまず/再生で 
さません （ AVI ) /RAW 

パソコンで加工したり、ファイル名を変えたりした画像や、このカメラ政がで撮影し 
た画像は、表示でさないことびあります。 


拡大でをない画像でず/回転でをない画像でず/処理でをない画像でず/登録で 
さない画像でず/処理でさません/指定でさない画像でず 

パソコンで編集した画像やフアイル名を変えた画像、このカメラ政外で撮影した画像 
は、政下の機能び使えないことびあります。また、動画では、 * の機能び使えません。 
拡大 （ P .111) *、回転 （ P .115)、 編集 （ p .116〜118)*、 印刷指定 （ P .144) *、 
フォトブック指定 ( p .148) * 

指定枚数の上限を超えていまず 

印刷指定 （ P .144) の画像を998枚より多く指定しました。指定する画像を998枚政 
下にします。 
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画面に表示されるメッセージー覧 


通信 エラー 

カー ドに大量の画像 (1000枚程度）びあるため、パソコンに画像を取り込んだり印 
刷したりでさません。パソコンへ取り込むとさは、カードリーダー（市販品）を使い 
ます。印刷するとさは、プ U ンターのカードス□ットにカードを差して印刷します。 


ファイル名び作成でをません 

フオルダ番号び最大値 （999) で、画像き号も最大値 （9999) になっているときは、 
フオルダや画像び作成でさません。巧 T ] メニューで[画像番号]を[オート U セッ 
卜]に変えるか （ P .124)、 力ードを初期化します ( p . l 22 )o 

レンズエラーを検知しました 

レンズ動作中にレンズを巧さえたり、ホコリや砂ボコ U の立つ場所などでカメラを使 
ラと表示されることびあります。 

頻繁に表示されるとさは故障び考えられますので、別紙の修理受付センターへご相談 
<ださい。 


カメラびエラーを検知しました（エラー番号） 

撮影直後に表示されたとさは、撮影されていないことびあります。再生して画像を確 
認してください。 

頻繁に表示されるとさは故障び考えられますので、エラー番号 ( Exx ) を控えて、別 
紙の修理受付センターへご相談ください。 

ファイル エラー 

パソコンで加工したり、このカメラじ(外で撮影した画像は印刷できないことびありま 
す。 

E 口刷 エラー 

用紙サイズの設定を確認して<ださい。正し<設定されていてわこのエラーび表示さ 
れるときは、プ U ンターの電源を入れなおして、わう一度設定してください。 

インク吸収体び満杯です 

パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受付窓□にインク吸収体の交 
換を依頼して < ださい。 



⑩デジタルズーム倍率 


①バッテリー残量表示 
_ ( P .159) 


( P .60) 


lEBigi 

® フォー カスゾーン 

( P .92)、 AF □ック 
( P .98)、 手ブレ補正ァ 
イコン （ P .59) 


⑩フ オー 

( P .92： 


■カスゾーン 
(p.92) AF □ック 
( P .98) 

饭撮影モード (p.162). 

シーンアイコン （ P .55) 
饭スト□ボモード （ P .64、 
99) 

⑩赤目自動補正 （ P .67) 

饭スポット測光枠 （ P .88) 
® 曰付写し込み （ P .65) 

领 ISO 感度 (p.88) 

留）グリツドライン 

( P .103) 


楚) AE □ック （ P .87)、 FE 
□ツク （ P .100) 

@シャツタースピード 

■ ぶ加化 , MMUJm WMM-M 

留)手ブレネ甫正 ( p .103) 

猶絞り数値 

通)露出巧正量 （ P .86) 

感 i - コントラスト （ P .89) 
遲)ズーム バー （ P .52) 

通)目つむり検出 （ P .69) 
•画化 1 

適)露出補正量 ( p .86) 

•mm ， 

通）タッチシャッター 
_( p .63) 


①電池残量表示 （ P .159) 

⑤カメラ位置* 

⑤ホワイトバランス （ P .90) 

④ ドライブモード （ P .91) 

⑤ セルフタイマー ( P .61) 

⑥ AF フレーム （ P .93) 

⑦ 手ブレ警告 （ P .53) 

wmimm •戀化 ■ •獅 i— 

•!; 誦 

④測光ち式 ( p .88) 

④静止画の記録画素数 

( P .66) 嫂乂爪ツ I "測兀が中.むか®測光ち式 ( p .88) 

⑩撮影可能枚数 （ P .40) 成 ロー PI っュ， c 〔、 

⑩動画の記録画素数 
( P .68) 

⑩撮影可能時間 （ P .40) 

* ろ：通常 、 D d :カメラを縦位置に構えたとき 
撮影時にカメラの向さを検知して最適な撮影びでさるよラ制御され、再生時には、力 
メラび縦向さでも横向さでわ、画像び自動的に回転して正位置で見ることびでさま 
す。 

ただし、カメラを真上や真下に向けると正しく検出でさないことびあります。 


. 画面の表巧内容一覧 


r 撮影時（情報表おあ 0) 
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■バッテリーの残量表示 

バッテ U —の状態は、画面にマークやメッセージで表示されます。 


画面表の 

内容 

画 

十分です。 

画 

かし減っていますび、まだ使えます。 

a (ホ <点滅） 

残量び少な < なってさました。充電して < ださし、。 

[バッテ U —を交換してくださし、] 

残量びありません。すぐに充電してくださし、。 


•! 加 ■ 

■ 電池の残量表示 

電池の残量び少なくなると、画面にマークやメッセージび表示されます。電 
池の残量びあるとさは表示されません。 


画面表示 ] 

, 内容 

r ~ i ] (ホ < 点滅） 

残量びかな<なってさました。代わりの電池 
を用意して < ださし、。 

[バッテ U —を交換してくださし、] 

残量びありません。電池を交換して<ださい。 
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⑦®④⑩ 



⑩颇@ 翅)@ @ 


①動画 （ P .57、106) 

③ 撮影モード （ P .162) 

⑤ ISO 感度 （ P .88) 

④ 露出浦正量 （ P .86) 

⑤ ホワイトバランス 

( P .90) 

⑥ ヒストグラム （ P .108) 


③バッテリー残量表示 
_ ( P .159) 


③電池残量表示 （ P .159) 


⑥測光方式 ( p .88) 

④フォルダ番号一画像番号 
( P .124) 

⑩再生画像番号/総画像数 
⑩シャッタースピード（静 
止画)、画質/フレーム数 
(動画） （ P .68) 

⑩絞り数値 

⑩スト□ボ発光 （ P .99) 

® フオーカスゾーン 

( p .92) 


® ファイルサイズ 
饭静止画：記録画素数 
( P .40) 

動画；撮影時間 
⑩記録画素数 （ P .66)、 
MOV (動画） 

饭画像編集 （ P .116 〜 
118) 

吸保護 （ P .113) 

通)赤目補正 （ P .67、118) 
留） i - コントラスト （ P .89、 
117 ) 

喔)撮影曰時 （ P .21) 


テレビに表示しているとさは、一部の情報び表示されないことびあります 


於 了レじ I し 3 

M ( P .133)。 


I 画面の表示内容一覧 

r 再生時（詳細情報表お) 


⑩⑩⑩®®饭 


①愛⑤④⑥⑥ 


160 













画面の表示内容一覧 


■「見る」 （ P .106) で表示される動画操作パネルー覧 


わ 

終了 

► 

再生 

!► 

ス□一再生（イか►を巧して再生速度を変更）（音声は再生されません） 

■◄一 

It スキップ* (©を巧したままにすると連続してスキップ） 

◄11 — 

'フレーム戻し（©を巧したままにすると早戻し） 

!!► 

フレーム送り（©を巧したままにすると早送り） 

►1 

次スキップ* (©を押したままにすると連続してスキップ） 

な 

PictBridge 対応プ U ンターとつないだとき （ p .138) に表示 


* 約4秒前または後のフレームを表示 


動画再生中にイか►►を巧すと、前スキップ、次スキップびでさます。 








f 撮影機能一覽 


撮該 モード 

機能 


P 

LIVE 

(瓜)* 1 

スト□ボ （ P .64、99) 

ち A 

〇 

〇 

〇 

〇 

表 

- 

〇 

〇 

- 

な 

去2 

〇 

〇 

- 


〇 

〇 

〇 

〇 

AE □ック / FE □ック （ P .87、 100 ) *4 

- 

〇 

- 

- 

AF □ック ( p .98) 

- 

〇 

〇 

- 

フォーカスゾーン ( p .92) 

心 

〇 

〇 

〇 

〇 

化 

- 

〇 

〇 

〇 

キャッチ AF ( P .95) *5 

- 

〇 

〇 

〇 

タッチ AF ( P .97) *6 

〇 

〇 

〇 

- 

タッチシャッター ( P .63) *6 

〇 

〇 

〇 

- 

画面の表示 （ P .48) 

情報表示あ0 

〇 

〇 

〇 

〇 

情報表示なし 

〇 

〇 

- 

〇 


* 1 PowerShot A 2300、 PowerShot A 810 のみ 
*2 選択不可。ただし状況に応じて [ が ] 

*3 選択不可。ただし発光時は [ が ] 

*4 スト □ ボ発光禁止では FE □ックなし 

* 5 PowerShot A 4000 IS、PowerShot A 2400 IS、PowerShot A 2300、 PowerShot A 810 のみ 

* 6 Powers hot A 3400 IS のみ 

* 7 顔び検出されたとさのみ可能 

* 8 撮影のみ巧。被写体の指定は不可 
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機能/メニューー覧 


み 

む 

ミを 

a 

应 

回 


な 

W 

み 

懸 

ろ 

a 

置 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 












*3 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


























〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

*7 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

〇 

ホ8 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

审8 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇選択可能または自動設定一選択不可 
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I 機能/ メニュ ー- 覧 


P FUNC メニュ——覽 


撮影モード 

機能 


P 

LIVE 

((と))* 1 

露出補正 ( p .86) 

- 

〇 

车 2 

〇 

ISO 感度 （ P .88) 

皿 

RUT 0 

〇 

〇 

〇 

〇 

擺驟擺擺擺 

- 

〇 

- 

- 

ホワイトバランス （ P .90) 

壓 

〇 

〇 

〇 

〇 

朱 A •朱雜端 A 

- 

〇 

- 

〇 

ドライブモード （ P .91) 

□ 

〇 

〇 

〇 

车 3 

乌1 

- 

〇 

- 

*3 

セルフタイマー （ P .61) 

COFF 

〇 

〇 

〇 

〇 

饰の短 

〇 

〇 

〇 

〇 

セルフタイマー設定 ( p .62) 

時間* 4 

〇 

〇 

〇 

〇 

枚数* 5 

〇 

〇 

〇 

〇 

記録画素数 ( p .66) 

L 

〇 

〇 

〇 

- 

M 1 M 2 S 

〇 

〇 

- 

- 

M 

- 

- 

- 

〇 

四 

〇 

〇 

- 

- 

動画の画質 （ P .68) 1 

厕 

〇 

〇 

〇 

〇 

耐 

〇 

〇 

〇 

〇 


*1 PowerShot A 2300、 PowerShot A810 のみ 
*2 [暗く-明るく]で設定 （ P .74) 

*3 シーンに応じて1枚撮影または連続撮影後に合成 （ P .75) 

* 4枚数設定不可のモードでは0秒設定不可 

* 5枚数設定不可のモードでは1枚固定 

*6 記録画素数の設定に連動して自動設定 ( p .66) 
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〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

牟 6 
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〇選択可能または自動設定一選択不可 
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機能/メニューー覧 


■0 撮影タブメニュ ーー 質 


機能 

撮影モード 


P 

LIVE 

((と))* 1 


顔優先 AiAF*2 

〇 

〇- 

〇 

|〇_| 

AF フレーム （P.93) 

キヤッチ AF*3 

--- 

〇 

〇 

〇 

中央*3 

- 

〇 

〇 

〇 


一点* 4 

- 

〇 

〇 

—- 

= r ^)^ \\ j ~ T ' 一 /、 (n 

入 

〇- 

〇 

一- 〇一 

…心 

てソツノレノ、 ム\ Vp.DUy 

切 

- 

正 


山 

ピント位置拡大 (p.101) 

入 

— 

〇 

〇 

〇 I 

切 

〇 

〇 

〇 

〇 

サ — Ttt'AF (n Qfi ) 

入 

- 

〇 

〇 

〇 

ソ ノ |\Mr v | J . ゴ〇ノ 

切*6 

〇 

位 

「〇- 

匹 1 

タッチシャッター （P.63) *4 

入 

〇 

〇 

〇 

- 1 

切 

〇 

〇 

下 

- 


入 

〇 

: 〇 

: 〇 

: 〇 

フソソ P 又化 vp. / UJ 

切 ——— 1 

‘ 〇 

〇 

. 〇 

〇 

赤目自動補正 （P.67) 

入 - 


: 〇 

— 

^ 〇 ■ 

切 ~i 

: 〇 

! 〇 

: 〇 : 

r 矿 

i ~1、ノ k (n RQ ") 

自動 

_〇—丄〇 — 

LtJ 

LrJ 

l - — 1 ン 乂 1、 v | J . o ゴノ 

切 ——- ! 

- 

〇 

i 〇 

1 〇 i 

測光ち式 （ P .88) 

評価 ■ 

_ 〇 

〇 

..ろ— 

, を 

中央部重点平均、スポット 

1 — 

互 

1 — 

1 一 1 

撮影の確認 （ P .70) 

切、2〜10秒、ホールド 



曲 


1 /卜■'、 一) 情報 ( n 107^ 

非表示 


〇 

1 〇 

1 〇 1 

レこ_」_ 1曰半区 vp . 1 UZ ； 

詳細表示 

- 

〇 

i 〇 

LOJ 

目つむり検出 （P.69) 

入 

〇 

区 

四 


切 

ro 


1 〇 1 


* 1 Powers hot A 2300、 PowerShot A 810 のみ 

*2 顔び検出されないとさの動作は撮影モードによって異なる 

* 3 PowerShot A 4000 IS、PowerShot A 2400 IS、PowerShot A 2300、 PowerShot A 810 のみ 
*4 PowerShot A 3400 IS のみ 

* 5 撮影のみ巧。被写体の指定は不可 

* 6 の阻 モードでは動きを検出したときは [ 入 ] 
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I 機能 / メこュ -- 覧 


機能 


撮影 モード 

S ) 

P 

LIVE 

(瓜)* 1 

グリツドライン （ P .103) 

入 

- 

〇 

〇 

〇 

切 

〇 

〇 

〇 

〇 



切 

- 

巧 

〇 

L - 


手ブレ補正 

入 

竺 

〇 

〇 


手ブレ補正設定 （ P .103) *2 


撮影時 

- 

〇 

〇 

: - I 


ノのード IS 

入 

|_〇_: 

山 

1 Q 

I - I 


切 


的 

的 


曰付写し込み ( p .65) 

切 

1 〇 

! 〇 

〇 

I 〇 I 

曰付のみ、曰付+時刻 

: 〇 

1 〇 

〇 

I - I 


* 1 Powers hot A 2300、 PowerShot A 810 のみ 

* 2 PowerShot A 400 0 IS、PowerShot A 340 0 IS、PowerShot A 2400 IS のみ 
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as お可能または自動設定一選択不可 



169 








































I 機能/ メこュ -- 覧 


■^け設定タブメニュ ーー 質 


項目 

参照ページ 項目 

参照ページ 

消音 

P .120 レンズ収納時間 

p .125 

音量 

P .120 節電 

P .46、 125 

機能ガイド 

P .121 日付/時刻 

p .22 

液晶の明るさ 

P .121 ビデオ出力ち式 

P .134 

起動画面 

n 121 EB 19 

y タッチ画面調整 

P .126 

カードの初期化 

P .122、 123 言語围 

P .23 

画像番号 

P .124 カメラ設定初期化 

P .127 

フオルダ作成 

p .124 





囚再生タブメニユ ーー 質 


項目 

参照ページ 項目 

参照ページ 

検索ジャンプ 

P .110 i - コントラスト 

P .117 

スライドショー 

P .112 赤目ネ甫正 

P .118 

全消去 

P .114 U サイズ 

P .116 

保護 

P .113 縦横自動回転 

p .115 

回転 

P .115 再生開始位置 

P .107 

フォトブック指定 

P .148 再生効果 

P .107 


回 EP 刷タブメニュ ーー 覽 


項目 

参照ページ 

印刷 

— 

印刷する画像を指定 

P .146 

すべての画像を指定 

P .147 


項目 

参照ページ 

すべての指定を解除 

p .147 

印刷の設定 

P .145 
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曰ごろの取り扱いについて 


カメラは精密機器です。落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 
カメラを磁石やモーターなどの、強力な磁場を発生させる装置の近くに、 
絶対に置かないでください。電磁波により、カメラび誤作動したり、記録 
した画像び消えたりすることびあります。 

カメラや画面に水滴や巧れびついたとさは、眼鏡おさなどのやわらかい布 
でおさ取ってください。ただし、強くこすったり、押したりしないでくだ 
さい。 


有機溶剤を含むク U —ナーなどでは、絶対にカメラや画面を拭かないでく 
ださい。 

レンズに 3' ミびついているとさは、市販のブ□アーで吹さ飛ばすだけにし 
てください。ミちれびひどいとさは、別紙の修理受付センターにご相談くだ 
さい。 


カメラを寒いところから急に暑いところへ移すと、カメラに結露（水滴) 
び発生することびあります。カメラを寒いところから暑いところへ移すと 
さは結露の発生を防ぐため、カメラをビニール袋に入れて袋の□を閉じ、 
周囲の温度になじませてから取り出してください。 


結露び発生したとさは、故障の原因となりますのでカメラを使わないでく 
ださい。バッテ U —、カードをカメラから取り出し、水滴び消えてから、 
カメラを使ってください。 


— |帅麵 

結露び発生したとさは、故障の原因となりますのでカメラを使わないでく 
ださい。電池、力ードをカメラから取り出し、水滴び消えてから、カメラ 
を使ってください。 
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r 索引 


【英数字】 

AC アダプターキット 
. 131, 134,136 


AE □ック . 87 

AF フレーム . 25, 53, 93 

AF □ック . 98 

AF ーピント合わせ 

AUTO モード（撮影モード）…. 24, 52 

AV ケーブル . 133 

DC カプラー . 131, 134,136 

DIGITAL CAMERA Solution Disk .. 2 

DPOF .144 

FE □ック . 100 

FUNC . メニュ ー 

-覧 .164 

基本操作 . 49 

iFrame 動画（動画モード） . 84 

ISO 感度 . 88 

i - コントラスト . 89,117 

PictBridge 

(ピクトブリッジ） . 132,138 

P (撮影モード） . 86 

SD / SDHC/SDXC カードーカード 

【あ】 

赤目補正 . 67,118 

アクセサリー . 130 

色あい（ホワイトバランス） . 90 

印刷 . 138 

インターフェースケーブル ....... 2,138 

巧上げ花火（撮影モード） . 73 

エラー表示 . 156 

遠景（フオーカスモ—ド） . 92 

オールドポスター（撮影モード） ..... 76 
音 . 120 

【わ、】 

力ード . 3 

海外で使う . 130 

回転 . 115 


顔優先 AiAF 

( AF フレームモード） . 93 

拡大表示 . 111 

画像 

消す . 114 

再生^見る 

表示時間 . 70 

保護 . 113 

画像番号 . 124 

家庭用電源 . 134,136 

カメラ 

設定初期化 . 127 

画面 

表示一覧 . 158,160 

言語表示 . 23 

メニューー FUNC . メニュー、メ 

ニ ユー 

キャツチ AF . 95 

魚眼風（撮影モード） . 77 

記録画素数（画像の大ささ） . 66 

グ IJ ツドライン . 103 

消す . 114 

言語表示 . 23 

極彩色（撮影モード） . 76 

故障 . 152 

【さ】 

ヴーボ AF . 96 

再生^見る 
撮影 

撮影情報 . 158 

撮影曰時^曰付/時刻 

ジオラマ風（撮影モード） . 78 

ジャンプ表示 . 110 

消去^消す 

初期状態^設定初期化 

ズーム . 24, 52, 60 

スト□ボ 

常時発光 . 99 

ス□-シンク □. 99 

発光禁止 . 64, 99 
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索引 


【な】 

曰時^曰付/時刻 

【は】 

バッテ U - 

残量表示 . 

充胃 . 

mm . 

バッテリー/チャージャーキット. 
バッテ U —チャージャー（充電器） 

. 2 , 

花火^巧上げ花乂 

パワード IS . 

ピクトブリッジ ( PictBridge ) 

曰付/時刻 

画像への記録 . 

□31 At . 

変更 . 

表术頁晶 . 

ピント合わせ 

AF フレーム . 

AF □ック . 

ヴーボ AF . 

タッチ AF . 

ピント位置掘:大 . 

フオーカスゾーン 

S 胃 . 

7ク0 . 

フオーカス□ック . 

フオトブック指定 . 

付属 □□. 

プ U ント^印刷 

プ□グラム AE . 

編集 

i - コントラスト . 

赤目ネ甫正 . 

U サイズ 

(画像を小さくする） . 

ルートレート（撮影モート J ... 

保胃 . 


ドフック . 1 : D 


スノー(撮影モード） . 73 

スライドシヨー . 112 

設定初期化 . 127 

mm . 46 

セルフタイマー . 61 

2秒セルフタイマー . 62 

タイマー時間と撮影枚数を 

変える . 62 

全消去 . 114 

測光方式 . 88 

ソフトウエア 

DIGITAL CAMERA Solution 

Disk .2 

インス!ル . 32 

パソコンへの取り込み . 31 

【た】 

タッチ . 15 

タッチ AF . 97 

タッチ位置調整 . 126 

タッチシャッター . り3 

タッチパネル . 15 

端テ . 133, 134, 135, 137,138 

中央 （ AF フレームモード） . 94 

長秒時撮影（撮影モード） . 83 

デジタルズーム . 60 

手ブレ . 103 

テレビで見る . 133 

電源ーバッテリー、電池、 

バッテ IJ 一/チャージャーキット 、 AC 
アダプターキット 

電池 . 19,131 

^曰付/時刻（曰付/時刻用電池） 

残量表示 . 159 

節電 . 46 

バッテリー/ 

チャージャーキット . 131 

トイカメラ風（撮影モード） . 80 

動画 

画質（記録画素数/ 

フレーム数） . 68 

ドライブモード . 91 


9 6 6 1 
5 14 3 


2 2 4 00 < 
9 9 9 4 


7 00 6 2 3 
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1 枚表示 . 

インデックス表示 

拡大表示 . 

ジャンプ表示 ..... 
スライドシヨ ー.. 
テレビで見る ..... 


目つむり検出 . 69 

メニュー 

一 覧 . 162 

基本操作 . 50 

メモ U —カードーカード 

モノクロ（撮影モード） . 81 

【引 

ライブビューコント□-ル 

(撮影モード） . 74 

ランプ . 48, 70 

リサイズ（画像を小さくする） ...... 116 

連続撮影（連写） . 91 

□-ライト（撮影モード） . 73 

露出 

AE □ック . 87 

FE □ック . 100 

補正 . 86 

【ゎ】 

ワイド（記録画素数） . 66 


圓索引 

ホワイトバランス（色あい） . 90 

【ま】 

マクロ（フ ォーカ スモード） . 92 

マニュアルホワイトバランス . 90 

見る 


6 9 10 2 3 
2 0 1113 
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アフターサービス 期間に ついて 

本製品のアフターサービス期間は、製品の製造巧切り後5年間です。 

なお、弊社の判断によりアフターサービスとして同一機種または同程度の仕 
様の製品への本体交換を実施させていただく場合びあります。同程度の機種 
との交換の場合、ご使用の消耗品や付属品をご使用いただけないことや、対 
応 0 S び変更になることびあります。 

巧害電波自主規制について 

この装置は、クラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用する 
ことを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接 
して使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。カメラユーヴー 
ガイド（本書）にしたびって正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 

商標、ライセンスについて 

DCF は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登 
録商標です。 

SDXC □コ'は SD -3 C , LLC . の商標です。 

本機器は、 Microsoft からライセンスされた exFAT 技術を搭載していま 
す。 

iFrame □コ'および iFrame シンボルは Apple Inc . の商標です。 

This product is licensed under AT&T patents Tor the MPEu -4 
standard and may be used for encoding MPEG -4 compliant 
video and/or decoding MPEG -4 compliant video that was 
encoded only (1 )for a personal and non-commercial purpose or 
(2) by a video provider licensed under the AT&T patents to 
provide MPEG -4 compliant video . No license is granted or 
implied for any other use for MPEG -4 standard . 

* 規定により英語で表記しています。 

このガイドについて 

内容の一部または全部を無断で転載することは、禁止されています。 
内容に関しては、将来予告なく変更することびあります。 

イ ラス トや画面表示は、実際と一部異なることびあります。 

このカメラを運用した結果については、上記にかかわらず責任を負いかね 
ますので、ご了承ください。 
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Cation 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
干 108-8011 東京都港区港南 2-16-6 

製品取り扱い方法に関するご相談窓 □ 

お客様相談センター 

050 - 555-90005 

受付時間：平日9 : 00〜20 : 00 

±•日•祝日10 : 00〜17 : 00 

(1 月1曰〜1月3曰は休ませていただきます） 

※上記き号をご利用いただけないちは、 043-211-9630 をご利用ください。 

《IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのヴービスによってつなびらない場合びあります。 
※受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 

修理受付窓 □ 

別紙でご確認 < ださい。 

キヤノンデジタルカメラホームページのご案内 

キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。最新の情報び掲載され 
ていますので、インターネットをご利用の方は、ぜひお立ち寄りください。 

キヤノンデジタルカメラ製品情報 

http://canon.jp/cdc 

キヤノンヴポートページ 

http://canon.jp/support 

CANON IMAGE GATEWAY 

http://www.imagegateway.net 

リチウムイオン•バッテリーパック、チャージャーの r 模做品」にご注意下さい 

国内•国外を問わず、ネットオークシヨンで U チウムイオン•バッテ U —パック、チャージャーのけ莫 
做品」び頻繁に出回っておりますので十分にご注意ください。詳細はな下の URL よりご覧ください。 

http://cweb.canon.jp/e-support/info/battery-anno.html 


リチウムイオン電池のリサイクルにご協力ください。 

Li-ion 
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